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七
月
一
四
日
㈫
、
埼
玉
県
の
共
催
、

関
東
経
済
産
業
局
、
埼
玉
県
商
工
会
議

所
連
合
会
、
埼
玉
経
済
同
友
会
、
埼
玉

県
産
業
振
興
公
社
、
埼
玉
県
情
報
サ
ー

ビ
ス
産
業
協
会
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
後

援
の
下
、「
過
去
の
洪
水
・
土
砂
災
害
、

そ
し
て
感
染
症
に
学
ぶ
事
業
継
続
セ
ミ

ナ
ー
―
感
染
症
と
大
規
模
災
害
の
複
合

的
リ
ス
ク
に
備
え
て
の
事
業
継
続
―
」

と
題
し
て
、
第
2
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
と
共
存
で
き
る
強
い
埼
玉

県
経
済
を
作
る
た
め
、
国
（
関
東
経
済

産
業
局
・
埼
玉
労
働
局
）、
埼
玉
県
、

埼
玉
県
の
経
済
・
産
業
界
で
構
成
す
る

「
強
い
経
済
の
構
築
に
向
け
た
埼
玉
県

戦
略
会
議
」
が
取
り
ま
と
め
た
『
早
急

に
取
り
組
む
べ
き
事
項
』
の
一
つ
、『
感

染
症
リ
ス
ク
に
対
応
し
た
業
務
継
続
計

画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
早
期
策
定
』
を
支
援

す
る
取
組
と
し
て
、
実
施
い
た
し
ま
し

た
。ま

た
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
の
ご
協
力

の
下
、
本
会
で
は
初
め
て
と
な
る
会
場

と
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
の
2
元
で
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
会
場
の
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー

ル
で
十
五
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
で
二

十
四
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
埼
玉
県
産
業
労
働
部
部

長
の
加
藤
和
男
氏
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
加
藤
部
長
は
、
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
営
業
自
粛
に
協
力
い
た

だ
い
た
事
業
者
の
皆
様
へ
の
謝
辞
を
述

べ
ら
れ
、「
今
後
懸
念
さ
れ
る
第
二
波
、

第
三
波
に
備
え
る
た
め
、
こ
の
機
会
に

企
業
が
置
か
れ
て
い
る
リ
ス
ク
を
把
握

し
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
と
実
効
性
を
保
つ

た
め
の
実
施
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
本
会
の
廣
澤
健
一
専
務
理

事
が
、「
感
染
症
と
大
規
模
災
害
の
複

合
的
リ
ス
ク
に
備
え
て
の
事
業
継
続
」

を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

◇
基
調
講
演
の
概
要

・
複
合
リ
ス
ク
化
に
お
け
る
3
つ
の
ケ

ー
ス
…
①
自
社
内
に
感
染
者
が
発
生
、

業
務
の
一
部
を
停
止
・
縮
退
さ
せ
、

限
定
的
に
事
業
を
継
続
し
て
い
る
中

で
災
害
に
遭
遇
し
た
ケ
ー
ス
、
②
災

害
時
に
避
難
所
な
ど
で
社
員
が
感
染
、

復
旧
の
た
め
の
人
的
資
源
が
枯
渇
し
、

事
業
再
開
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
ケ

ー
ス
、
③
感
染
対
策
が
機
能
し
、
社

員
・
社
員
の
家
族
に
感
染
者
は
な
く
、

災
害
復
旧
対
応
に
専
念
で
き
る
ケ
ー

ス
・
現
下
の
情
勢
か
ら
準
備
し
て
お
き
た

い
事
項
…
①
複
合
リ
ス
ク
の
発
生
の

認
識
と
社
内
共
有
、
②
対
応
資
金
の

確
保
、
③
複
合
リ
ス
ク
を
想
定
し
た

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
見
直
し
と
社
内
浸
透
、
④

複
合
リ
ス
ク
を
想
定
し
た
感
染
症
対

策
見
直
し
と
発
生
対
応
準
備
、
⑤
重

要
業
務
の
明
確
化
と
そ
の
継
続
力
強

化
、
⑥
複
合
リ
ス
ク
を
想
定
し
た
備

蓄
品
の
見
直
し
・
確
保
、
⑦
災
害
対

策
本
部
の
リ
モ
ー
ト
運
営

そ
の
後
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
株
式
会
社
シ
ニ
ア
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
の
金
子
正
男
氏
か
ら
「
企
業
に

お
け
る
重
要
経
営
課
題
と
し
て
の
事
業

継
続
力
強
化
の
ご
案
内
」
を
テ
ー
マ
に

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
半
で
は
、
通
常
半
日
を
か
け
て
行

わ
れ
る
災
害
対
応
模
擬
訓
練
の
縮
小
版

と
し
て
、
模
擬
演
習
を
体
験
し
、
危
機

意
識
の
醸
成
を
図
り
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

・
事
業
継
続
計
画
と
事
業
継
続
力

・
実
効
性
の
高
い
取
組
と
は
…
①
危
機

的
状
況
に
出
来
る
だ
け
陥
ら
な
い
よ

う
事
前
対
策
を
実
施
、
②
危
機
的
状

況
の
発
生
を
前
提
に
、
迅
速
な
行
動

が
で
き
る
準
備
、
③
「
徒
労
に
終
わ

る
か
も
し
れ
な
い
災
害
へ
の
備
え
」

で
は
な
く
、
組
織
の
環
境
変
化
へ
の

適
応
力
強
化
の
取
組
と
し
、「
競
争

力
強
化
の
取
組
」
と
位
置
付
け
る
。

・
事
業
継
続
へ
の
取
組
の
実
情

・
自
然
災
害
を
対
象
脅
威
と
し
た
事
業

継
続
例

・
感
染
症
固
有
の
対
応
例

リ
ス
ク
認
識
…
感
染
症
発
生
時
の
段
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第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

事
業
継
続
セ
ミ
ナ
ー

「
過
去
の
洪
水
・
土
砂
災
害
、

そ
し
て
感
染
症
に
学
ぶ
事
業
継
続
セ
ミ
ナ
ー

―
感
染
症
と
大
規
模
災
害
の
複
合
的
リ
ス
ク
に

備
え
て
の
事
業
継
続
―
」
を
開
催

講演する
AGSシステムアドバイザリー㈱

金子正男氏

～セミナーの様子～会場とオンライン配信の2元開催

埼玉県産業労働部
加藤和男部長の挨拶
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第
一
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
従
業
員
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
、
働
き
方

改
革
を
実
現
す
る
人
事
評
価
制
度
』
を
開
催

階
ご
と
の
自
社
へ
の
影
響
評
価
、

発
生
時
の
脆
弱
性
認
識

事
前
対
策
…
発
生
フ
ェ
ー
ズ
毎
の
対

応
体
制
と
対
応
手
順
の
明
確
化
、

感
染
防
止
対
策
の
徹
底
、
感
染
者

発
生
時
の
対
応
明
確
化
、
感
染
防

護
具
や
消
毒
液
な
ど
の
準
備
、
テ

レ
ワ
ー
ク
準
備
、
ス
プ
リ
ッ
ト
チ

ー
ム
制（
交
代
勤
務
制
）運
用
準
備

事
後
対
応
…
政
府
行
政
指
示
の
順
守
、

感
染
し
な
い
さ
せ
な
い
行
動
の
徹

底
、
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施
、
ス
プ
リ

ッ
ト
チ
ー
ム
制
運
用
実
施
、
業
務

形
態
の
変
更
（
非
接
触
方
式
）、

業
務
縮
退
（
重
要
業
務
へ
の
資
源

移
行
）、
資
源
調
達
危
機
回
避
策
、

資
金
繰
り

・
浸
水
被
害
を
受
け
た
事
例
で
模
擬
演

習
を
実
施
、
最
後
に
演
習
の
ま
と
め

を
行
っ
た
。

七
月
二
十
九
日
㈬
、「
従
業
員
の
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
、
働
き
方
改

革
を
実
現
す
る
人
事
評
価
制
度
」
と
題

し
て
、
株
式
会
社
あ
し
た
の
チ
ー
ム
代

表
取
締
役
社
長
の
髙
橋
恭
介
氏
を
お
招

き
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ

ル
4
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
十

八
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
セ
ミ
ナ
ー
概
要

【
転
換
期
を
迎
え
る
「
日
本
型
雇
用
シ

ス
テ
ム
」】

・
日
本
特
有
の
雇
用
シ
ス
テ
ム
「
終
身

雇
用
、
年
功
序
列
型
賃
金
、
企
業
内
組

合
、
学
卒
一
括
採
用
」
は
、
高
度
経
済

成
長
期
に
お
い
て
は
有
効
だ
っ
た
。

・
こ
れ
か
ら
は
、
年
齢
に
関
係
な
く
働

け
る
「
人
生
1
0
0
年
時
代
」
に
対
応

す
る
た
め
に
も
、
年
齢
に
依
存
し
た
旧

シ
ス
テ
ム
か
ら
の
脱
却
が
不
可
欠
で
あ

る
。

【
注
目
さ
れ
る
「
ジ
ョ
ブ
型
」
人
事
評

価
制
度
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
在
宅
勤

務
の
拡
大
や
働
き
方
改
革
な
ど
、
様
々

な
要
因
が
ジ
ョ
ブ
型
へ
の
移
行
を
後
押

し
し
て
い
る
。

・
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
か
ら
ジ
ョ
ブ
型

へ
の
移
行
に
は
、
人
事
評
価
制
度
の
見

直
し
が
急
務
で
あ
る
。

【
人
事
評
価
で
実
現
す
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
向
上
】

・
在
宅
勤
務
の
生
産
性
向
上
に
は
、
社

員
の
高
い
自
立
性
が
必
要
。

・
自
立
型
人
材
育
成
の
カ
ギ
は
、
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
社
員
の
一
人
ひ
と
り

が
企
業
の
掲
げ
る
『
戦
略
・
目
標
』
を

適
切
に
理
解
し
、
自
発
的
に
自
分
の
力

を
発
揮
す
る
貢
献
意
欲
）
に
あ
る
。

・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
、
①
企
業
の

方
向
性
に
対
す
る
理
解
、
②
帰
属
意
識
、

③
行
動
意
欲
の
三
要
素
で
構
成
さ
れ
る
。

・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
高
水
準
の
企

業
は
低
い
企
業
に
比
べ
て
、
一
年
後
の

営
業
利
益
率
の
伸
び
が
3
倍
。
ま
た
、

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
高
い
人
は
、
離

職
の
可
能
性
が
低
い
。

・
従
業
員
満
足
度
（
Ｅ
Ｓ
）
と
エ
ン
ゲ

ー
ジ
メ
ン
ト
は
異
な
る
概
念
。
Ｅ
Ｓ
は
、

福
利
厚
生
や
労
働
環
境
等
の
衛
生
要
因

を
反
映
し
、
改
善
効
果
は
従
業
員
の
不

満
解
消
に
留
ま
る
。

・
Ｅ
Ｓ
で
は
な
く
、
従
業
員
の
エ
ン
ゲ

ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
る
こ
と
が
、
企
業

業
績
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
る
に
は
、

①
ビ
ジ
ョ
ン
共
有
と
目
標
設
定
、
②
面

談
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
③
報
酬
へ
の

連
動
の
3
点
を
人
事
評
価
制
度
に
取
り

入
れ
る
こ
と
が
必
要
。

【
成
長
企
業
が
実
践
す
る
目
標
管
理
手

法
「
Ｏ
Ｋ
Ｒ
」】

・
Ｏ
Ｋ
Ｒ
（Objectives

Key
Re-

sults

）
と
は
、
企
業
や
チ
ー
ム
、
個
人

が
向
か
う
べ
き
方
向
と
や
る
べ
き
こ
と

を
明
確
に
す
る
目
標
管
理
手
法
の
こ
と
。

・
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
で
は
、
毎
四
半
期
に

Ｏ
Ｋ
Ｒ
の
公
開
と
評
価
を
実
施
、
定
期

的
に
上
司
・
部
下
間
で
1
ｏ
ｎ
1
面
談

を
行
い
、
上
司
が
部
下
の
Ｏ
Ｋ
Ｒ
を
把

握
、
Ｏ
Ｋ
Ｒ
に
よ
り
社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
し
て
い
る
。

【「
Ｏ
Ｋ
Ｒ
手
法
」
も
取
り
入
れ
た
推

奨
要
件
定
義
】

・
結
果
の
「
査
定
」
で
は
な
く
、
従
業

員
を
人
材
と
し
て
「
育
成
」
し
て
い
く

と
い
う
観
点
で
、
よ
り
具
体
的
な
行
動

レ
ベ
ル
の
目
標
を
設
定
し
、
そ
れ
に
沿

っ
て
働
く
こ
と
で
本
人
の
成
長
や
結
果

に
つ
な
が
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
重
要
。

・
推
奨
さ
れ
る
人
事
評
価
の
仕
組
み
…

①
評
価
期
間
は
四
半
期
、
②
査
定
期
間

は
半
期
、
③
行
動
目
標
項
目
数
は
絞
り

優
先
順
位
を
つ
け
る
、
④
行
動
目
標
は

自
己
設
定
で
具
体
的
に
、
⑤
4
段
階
評

価
で
中
間
点
を
な
く
す
、
⑥
数
値
目
標

内
容
は
、
項
目
・
目
標
値
・
尺
度
も
全

て
事
前
に
会
社
が
細
か
く
設
定
、
⑦
中

間
面
談
を
記
録
、
⑧
絶
対
評
価
で
報
酬

に
連
動
、
⑨
評
価
ラ
ン
ク
を
10
段
階
以

上
と
し
、
マ
イ
ナ
ス
査
定
も
実
施
。
給
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七

�
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
・
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ

時
代
の
リ
モ
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
研

修
」

八
〜
十

�
青
年
経
営
者
部
会
定
時
総
会

�
青
年
経
営
者
部
会
七
月
例
会

�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
関
す
る

会
員
情
報

十
一
〜
十
二

�
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の
見
直
し
・

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

十
三
〜
十
五

�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

�
埼
玉
県
の
最
低
賃
金
の
改
定

十
六

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

十
七

�
「
新
し
い
生
活
様
式
」
安
全
宣
言
、
埼

玉
県
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
コ
ロ
ナ
、
セ
ミ
ナ
ー
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策

十
八
〜
十
九

�
事
業
だ
よ
り

二
十

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き

二
十

第一回特別セミナーの様子

講演する㈱あしたのチーム
髙橋恭介氏
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大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業

「
大
学
と
企
業
と
の
情
報
交
換
交
流
会
」
を
開
催

〜
学
生
た
ち
の
未
来
を
支
援
〜

与
額
に
フ
ェ
ア
な
差
を
つ
け
る
。

【
ま
と
め
】

・
テ
レ
ワ
ー
ク
や
脱
年
功
給
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
要
因
の
変
化
に
よ
り
、

「
ジ
ョ
ブ
型
」
の
雇
用
制
度
へ
の
移
行

検
討
は
避
け
ら
れ
な
い
。

・「
ジ
ョ
ブ
型
」
で
は
職
務
内
容
を
明

確
に
定
義
し
、
そ
の
「
成
果
」
を
も
っ

て
評
価
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

・
テ
レ
ワ
ー
ク
時
代
（
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
時
代
）
に
お
い
て
「
成
果
」
を
評
価

し
て
い
く
た
め
に
は
、
業
務
内
容
を
Ｋ

Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
に
細
分

化
し
て
、
数
値
で
見
え
る
化
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
。

・
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
プ
ロ
セ
ス
目
標
と
し
て
設

定
し
て
管
理
し
て
い
く
手
法
と
し
て
、

「
Ｏ
Ｋ
Ｒ
」
が
有
名
だ
が
、
そ
れ
を
人

事
評
価
と
連
動
し
て
活
用
し
て
い
く
こ

と
が
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
に
も
機

能
す
る
人
事
評
価
の
仕
組
み
と
し
て
最

適
で
あ
る
。

・
テ
レ
ワ
ー
ク
で
も
有
効
な
自
立
型
人

材
の
育
成
に
は
、�
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
向
上
�
施
策
が
有
効
で
あ
り
、
そ
れ

は
人
事
評
価
制
度
の
適
切
な
運
用
に
よ

り
実
現
可
能
で
あ
る
。

本
会
が
長
年
に
亘
り
推
進
実
施
し
て

い
る
埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
事
業
。
事
業
の
一
環
と
し
て
、「
大

学
と
企
業
と
の
情
報
交
換
交
流
会
」
を

七
月
十
七
日
㈮
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
ビ
ル
四
階
・
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
久
々
に

開
催
し
た
参
加
型
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、
約

二
〇
〇
名
収
容
の
会
場
で
参
加
者
を
絞

り
、
五
〇
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
開

催
し
ま
し
た
。

開
会
に
続
き
、
事
務
局
の
本
会
宮
田

信
久
事
務
局
次
長
が
、
六
月
に
県
内
大

学
に
向
け
緊
急
調
査
を
行
っ
た
「
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
結
果
」
の
概
要
を
説
明
。「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
今
年

度
の
夏
期
（
夏
休
み
）
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
大
学
側
も

企
業
側
も
コ
ロ
ナ
対
策
に
苦
慮
し
、
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
も
実
施
件
数
の
大
幅

減
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
。
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
い
学
生
の
た
め

に
、
様
々
な
工
夫
や
新
し
い
発
想
で
冬

や
春
休
み
へ
の
ス
ラ
イ
ド
実
施
も
前
向

き
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
お
願

い
し
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
ま
ず
㈱
Ｈ
Ｕ
Ｇ
Ｒ
Ｅ

Ｓ
（
ハ
グ
リ
ス
）
代
表
取
締
役
で
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
内
田
ひ
と
み

氏
が
「
大
き
く
変
わ
る
―
企
業
に
お
け

る
採
用
活
動
」
と
題
し
、
企
業
サ
イ
ド

の
視
点
か
ら
、
▽
採
用
活
動
や
人
事
施

策
の
�
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
�、
▽

学
生
か
ら
選
ば
れ
る
企
業
に
な
る
た
め

に
、
▽
Ｗ
Ｉ
Ｎ
×
Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
目
指
し
て
、
▽
企
業
が
求

め
る
人
物
像
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

内
田
氏
は
「
学
生
に
は
、
自
分
が
大
切

に
し
て
い
る
価
値
観
や
存
在
意
義
を
考

え
、
こ
れ
か
ら
の
行
動
を
と
っ
て
ほ
し

い
」
と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
の
二
本
目
は
、
埼
玉
大
学
基
盤

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
の
石
阪
督
規

氏
が
「
新
し
い
時
代
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
す
す
め
方
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

▽
今
年
に
入
っ
て
か
ら
の
採
用
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
、

▽
採
用
活
動
の
進
め
方
の
変
化
、
▽
採

用
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
現
状
と

課
題
、
▽
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
類
型

と
二
〇
二
〇
年
以
降
実
施
の
課
題
、
▽

オ
ン
ラ
イ
ン
／
オ
フ
ラ
イ
ン
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
特
徴
と
課
題
な
ど
に
つ
い

て
解
説
し
ま
し
た
。
石
阪
教
授
は
「
今

年
度
の
場
合
、
短
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
つ
い
て
は
オ
ン
ラ
イ
ン
が
有
利
か

つ
有
効
で
、
中
長
期
の
場
合
も
オ
ン
と

オ
フ
の
融
合
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
型
の
実
施

も
目
指
す
こ
と
も
視
野
に
」
と
指
摘
し

ま
し
た
。

講
演
会
終
了
後
は
参
加
し
た
大
学
関

係
者
と
企
業
採
用
担
当
者
と
の
情
報
交

換
会
（
名
刺
交
換
会
）
を
距
離
と
時
間

に
配
慮
し
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

中
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
就
職
活
動

も
、
た
ま
た
ま
今
年
度
の
実
施
対
象
に

遭
遇
し
た
学
生
た
ち
。
一
人
で
も
多
く

の
学
生
が
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
、

産
学
官
連
携
で
知
恵
を
絞
り
、
時
期
、

期
間
、
方
法
な
ど
を
工
夫
し
な
が
ら
未

来
を
担
う
学
生
た
ち
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
や
就
活
の
機
会
や
チ
ャ
ン
ス
を
提

供
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

●
情
報
交
換
交
流
会
参
加
者
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
（
抜
粋
）

対
象
�
大
学
八
校
、
企
業
二
三
社

回
答
�
二
〇
先

■
今
年
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
の

可
能
性
に
つ
い
て

・
で
き
な
い

／
0
％

・
難
し
い

／
21
・
1
％

・
実
施
し
た
い
／
26
・
3
％

・
実
施
す
る

／
52
・
6
％

「
難
し
い
」
と
の
回
答
も
あ
る
が
、

約
八
割
は「
実
施
し
た
い
」ま
た
は「
実

施
す
る
」
と
回
答
。

■
実
施
す
る
場
合
の
方
法
は

・
参
加
型

／
36
・
8
％

講演－1「大きく変わる～企業における採用活動」
㈱HUGRES 代表取締役 内田ひとみ 氏

当日の会場

講演－2「新しい時代のインターンシップのすすめ方」
埼玉大学 基盤教育研究センター 教授 石阪督規 氏

参加者による情報交換交流会の様子
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オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
事
務
局
内
で
実
践

・
オ
ン
ラ
イ
ン
型
／
0
％

・
両
方
の
併
用

／
21
・
1
％

・
未
定
・
模
索
中
／
42
・
1
％

従
来
同
様
の
「
参
加
型
」
が
四
割
弱
、

オ
ン
ラ
イ
ン
と
リ
ア
ル
の
併
用
は
二
割
、

ま
だ
方
法
が
確
定
し
な
い
が
四
割
強
。

■
企
業
と
学
生
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
会
の

開
催
に
つ
い
て

・
参
加
し
な
い
／
5
％

・
難
し
い

／
15
％

・
参
加
し
た
い
／
65
％

・
参
加
す
る

／
15
％

「
参
加
し
な
い
」
＋
「
難
し
い
」
が

二
割
、「
参
加
し
た
い
」
＋
「
参
加
す

る
」
は
八
割
で
参
加
に
は
前
向
き
。

■
マ
ッ
チ
ン
グ
会
を
開
催
す
る
場
合
の

方
法
は

「
参
加
型
」
希
望
が
19
％
、
何
ら
か

の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
使
用
」
が
25
％
、「
型

は
問
わ
な
い
」
が
56
％
の
回
答
。

八
月
二
一
日
㈮
、
企
業
と
学
生
と
の

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
本

会
会
議
室
に
て
実
践
さ
れ
、
約
一
時
間

に
亘
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
視
聴
、

同
席
し
た
。

受
入
企
業
は
、
Ａ
Ｉ
技
術
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

技
術
な
ど
の
総
合
開
発
を
手
掛
け
る
Ｋ

Ｙ
Ｌ
Ａ
㈱
（
キ
ラ
）、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
は
斎
藤
光
貴
社
長
が
自
ら
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
参
加
学
生
は
、
群
馬
大

学
、
理
工
学
部
三
年
の
学
生
で
、
電
子

情
報
コ
ー
ス
を
専
攻
し
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、

七
月
よ
り
開
始
し
て
お
り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会

議
用
ソ
フ
ト
はw
hereby

を
利
用
し
、

学
生
は
自
宅
か
ら
参
加
し
て
い
る
。

学
生
と
は
ビ
デ
オ
会
議
と
画
面
共
有

に
よ
り
、
課
題
の
要
点
な
ど
を
記
載
し

た
資
料
の
説
明
を
し
つ
つ
、
適
時
、
質

疑
応
答
や
指
導
を
行
う
。

学
生
は
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

基
礎
を
学
び
、
新
し
い
ア
プ
リ
の
作
成

に
も
挑
戦
す
る
。
週
一
〜
二
回
程
度
オ

ン
ラ
イ
ン
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
、

年
末
を
目
途
に
ア
プ
リ
の
完
成
を
目
指

し
、
商
品
化
も
視
野
に
入
れ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
。

今
回
は
専
門
性
の
高
い
内
容
だ
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
実

施
方
法
の
一
策
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

今
後
懸
念
さ
れ
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
第
二
波
、
第
三

波
に
備
え
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

共
存
が
図
れ
る
強
い
埼

玉
県
経
済
の
構
築
を
目

指
す
た
め
、
国
（
関
東

経
済
産
業
局
・
埼
玉
労

働
局
）、
埼
玉
県
、
埼

玉
県
の
経
済
・
産
業
界

で
構
成
す
る
「
強
い
経

済
の
構
築
に
向
け
た
埼

玉
県
戦
略
会
議
」
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
議
の
発
足
時
議

員
は
、
埼
玉
県
大
野
元

裕
知
事
、
関
東
経
済
産

業
局
角
野
然
生
局
長
、

埼
玉
労
働
局
木
塚
鉄
也

局
長
、
埼
玉
県
商
工
会

議
所
連
合
会
池
田
一
義

会
長
、
埼
玉
経
済
同
友

会
藤
池
誠
治
代
表
幹
事
、

本
会
石
井
進
会
長
の
6

名
。同

会
議
に
お
い
て
、

五
つ
の
項
目
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
、『
県
内
事

業
者
が
早
急
に
取
り
組

む
べ
き
事
項
』
が
と
り

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

オンラインインターンシップの様子。TV画面はKYLA
㈱・斎藤光貴代表取締役社長と参加学生

「
強
い
経
済
の
構
築
に
向
け
た
埼
玉
県
戦
略
会
議
」が『
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
』

を
と
り
ま
と
め
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「
第
十
回
科
学
の

甲
子
園
埼
玉
県
大
会
」

大
会
規
模
を
縮
小
し
て
、

筆
記
競
技
の
み
開
催
！

〜
協
働
パ
ー
ト
ナ
ー

募
集
な
し
〜

第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
検
討
す
べ
き
労
務
問
題

講
座
」
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
労
働
問
題
無
料
相
談
会
を
開
催

「
科
学
の
甲
子
園
」
は
、
国
立
研
究

開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ

Ｔ
）
が
主
催
し
、
平
成
二
三
年
度
よ
り

ス
タ
ー
ト
し
た
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
、
高

校
生
を
対
象
に
各
都
道
府
県
の
予
選
会

を
勝
ち
抜
い
た
代
表
校
が
集
い
、理
科
・

数
学
・
情
報
の
複
数
分
野
を
競
技
す
る

取
組
で
す
。
第
七
回
と
第
八
回
の
全
国

大
会
が
本
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
第

九
回
全
国
大
会
に
つ
き
ま
し
て
は
中
止

と
な
り
ま
し
た
。）

本
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
第
四
回
大
会

か
ら
支
援
を
し
て
お
り
ま
し
て
、
会
員

企
業
よ
り
協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
を
募
集
し
、

埼
玉
県
大
会
か
ら
全
国
大
会
ま
で
盛
り

上
げ
て
き
ま
し
た
。

埼
玉
県
大
会
は
今
年
度
で
第
十
回
大

会
を
迎
え
、
盛
大
に
開
催
す
る
予
定
で

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
開
閉
会
式
、

実
技
競
技
、
特
別
講
演
、
表
彰
式
な
ど

集
合
形
式
の
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
し
、
筆

記
競
技
の
み
、
開
始
時
間
を
ず
ら
し
て

実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

全
国
大
会
は
実
施
予
定
で
す
が
、
詳
細

な
開
催
方
法
は
未
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
科
学
の
甲
子
園
埼
玉
県
大

会
の
内
容
を
考
慮
し
、
例
年
行
っ
て
い

る
「
協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
募
集
」
に
つ
い

て
は
行
わ
ず
、
参
加
校
お
よ
び
関
係
者

の
み
で
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
科
学
の
甲
子
園
に
支
援
い

た
だ
き
ま
し
た
会
員
企
業
に
対
し
ま
し

て
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
来
年
度
以
降
も
科
学
の
甲
子
園
へ

の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
よ
っ
て
、
企
業
の
人
事
・
労
務
管
理

に
お
い
て
も
、
人
件
費
負
担
、
従
業
員

の
勤
務
形
態
や
心
身
の
健
康
管
理
、
採

用
計
画
な
ど
、
再
検
討
す
べ
き
様
々
な

課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
人
事
・
労
務
の
分
野
に
精

通
さ
れ
て
い
る
中
山
・
男
澤
法
律
事
務

所
弁
護
士
の
高
仲
幸
雄
氏
を
講
師
と
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

企
業
の
人
事
・
労
務
管
理
に
与
え
る
影

響
を
整
理
し
た
上
で
、
今
後
と
る
べ
き

対
応
な
ど
に
つ
い
て
解
説
す
る
講
座
を

オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
無
料
配
信
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
で
す
の
で
、
ご

都
合
の
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
何
度
で

も
受
講
い
た
だ
け
ま
す
。

講
座
は
七
章
立
て
で
約
3
時
間
。

一
章
は
20
分
か
ら
50
分
程
度
で
す
の

で
、
ま
と
ま
っ
た
時
間
が
取
れ
な
い
場

合
に
は
、
章
ご
と
に
日
に
ち
を
分
け
て

受
講
い
た
だ
け
ま
す
。

講
座
で
は
、
検
討
に
あ
た
っ
て
の
視

点
を
確
認
し
た
後
、
具
体
的
な
施
策
ご

と
に
注
意
点
を
説
明
し
ま
す
。

課
題
ご
と
に
一
問
一
答
で
解
説
し
て

い
ま
す
の
で
、「
就
業
規
則
変
更
時
の

注
意
点
を
確
認
し
た
い
」
な
ど
、
必
要

な
部
分
の
み
を
視
聴
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

本
サ
ー
ビ
ス
は
、
当
会
会
員
の
方
な

ら
、
ど
な
た
で
も
無
料
で
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
セ
ミ
ナ
ー

案
内
か
ら
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
講
演
の
概
要

・
今
後
の
人
件
費
負
担

・
感
染
発
覚
時
の
対
応

・
勤
務
形
態
の
変
更

・
従
業
員
数
の
削
減

・
手
当
・
休
暇
の
見
直
し

・
今
後
の
採
用
計
画

・
就
業
規
則
等
の
改
定

・
労
働
契
約
書
の
改
定

・
コ
ロ
ナ
後
の
労
務
管
理

・
社
員
の
健
康
管
理

◇
視
聴
期
限

令
和
二
年
一
二
月
二
二
日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
労

働
問
題
や
、
労
働
条
件
対
応
な
ど
の
問

題
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
に
伴
い
、
六

月
二
五
日
㈭
労
働
問
題
の
専
門
弁
護
士

に
よ
る
無
料
の
労
働
問
題
相
談
会
を
、

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
八
階
八
〇
一
会

議
室
に
て
開
催
い
た
し
ま
た
。

当
日
は
、
外
井
法
律
事
務
所

代
表

と

い
ひ
ろ
し

弁
護
士

外
井
浩
志
氏
を
お
迎
え
し
、

お
申
込
み
の
あ
っ
た
企
業
と
、
個
別
の

労
務
問
題
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ

て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
無
料
相
談
会
で
は
、
個
別
・
集

団
的
労
使
問
題
の
ほ
か
、
就
業
規
則
の

変
更
、
派
遣
の
停
止
、
解
雇
、
休
業
、

委
託
・
請
負
、
債
権
の
回
収
な
ど
の
、

経
営
者
や
人
事
労
務
部
門
が
抱
え
て
い

る
問
題
や
課
題
に
つ
い
て
、
ご
相
談
に

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

労
働
問
題
無
料
相
談
は
、
引
き
続
き

令
和
三
年
三
月
三
一
日
迄
、
随
時
お
申

込
み
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
ご
相

談
は
会
員
様
に
限
り
、
一
社
一
回
一
時

間
ま
で
、
お
電
話
で
の
ご
相
談
も
可
能

で
す
。
詳
し
く
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
、
事
務
局
担
当
者
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

電
話
〇
四
八
（
六
四
七
）
四
一
〇
〇

第9回埼玉県大会開閉会式場の様子

第
9
回
埼
玉
県
大
会
協
働
パ
ー
ト
ナ
ー

相談に応じた外井浩志弁護士

協会セミナー
ご案内ページ
QRコード
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研 　 究 　 の 　 内 　 容 産業への展開
学歴・略歴
薄井 俊二
（うすい　しゅんじ）
1986年3月、九州大学大
学院文学研究科博士後期
課程中国哲学史専攻単
位取得退学。2011年3月、
博士（文学）。1988年、
埼玉大学教育学部講師。
2002年から現職。2018
年4月より、教育学部長。
専門は、中国思想史。

産業横断的に考慮可能な
要素と、個別に考慮すべ
き要素（寡占化、世界市
場における当該企業の地
位等の産業特有の事情）
を明確にしたいと思いま
す。また、二大競争法と
呼ばれる欧米の競争法と
の比較法研究を通して日
本の産業の特徴を明らか
にすることも念頭に置い
ています。
学歴・略歴
田平　恵
（たひら　めぐみ）
現職：埼玉大学大学院人
文社会科学研究科准教授
学歴：同志社大学法学部
卒業、同志社大学大学院
法学研究科博士後期課程
中退（博士（法学））
職歴：奈良工業高等専門
学校講師、埼玉大学経済
学部講師、公正取引委員
会事務総局経済取引局企
業結合課企業結合調査官
を経て現職。専門は、競
争法、経済法。

埼玉大学研究者との出会いの広場
シリーズ 今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼玉県経営者協会 専務理事　廣澤　健一　☎048‐647‐4100
048‐641‐0924

企業結合による競争制限効果発生のメカニズムの解明
大学院人文社会科学研究科　法学研究領域　田　平　　　恵  准教授

私の研究テーマは、どのような
場合に企業結合が競争制限効果を

発生させることとなるかを明らかにすることです。企
業の株式取得や合併等の行為を、企業結合と言います。
一般的に、企業結合は、生産費用や取引費用削減等の
効率性向上を目指す行為とされていますが、競争制限
効果をもたらすこととなる企業結合は、独占禁止法で
禁止されています。

競争制限効果をもたらすこととなるか否かの判断に
は困難が伴います。第一に、将来予測をしなければな
らないことによる困難さです。事後に元に戻すことは
法的安定性を大きく損なうおそれがあることから、一
定規模以上の企業結合計画は事前に審査が行われま
す。企業結合後の市場動向を事前に予測しなければな
りません。特に、変化の激しい市場では、予測が難し
くなります。ヤフーを傘下に持つ Z ホールディングス
と LINE の経営統合では、当事会社が統合後 3 年間に
渡って競争当局である公正取引委員会にスマホ決済市
場の市場動向を報告すること等を前提として、競争上
の問題なしと判断されました。これは、企業結合によ
る影響を実行後も継続的に監視する必要があることを

意味しています。
第二に、違法判断基準が確立していないことによる

困難さです。市場シェアは重要な要素の一つではあり
ますが、唯一の指標ではありません。近年では、競争
事業者ではない企業による企業結合（非水平型企業
結合）が増加しており、このような場合に市場シェア
がどれほどの意味を持つのかは検討の余地があります。
米国では、AT&T による Time Warner の取得につい
て、競争当局である司法省は競争制限効果を生じさせ
ると主張しましたが、敗訴しました。これは、競争制
限効果の発生の有無を判断するための違法判断基準が
確立していないことを示しています。

市場構造、取引慣行、商品の特性等の違法判断基
準を明らかにすることが研究の目的です。競争当局及
び当事会社が企業結合審査に費やす人的・経済的・時
間的リソースの削減が可能となり、迅速かつ適切な企
業結合審査に貢献ができればと思っています。さらに、
経済社会に効率性をもたらす企業結合のみを実行させ、
企業結合審査の精緻化・体系的処理が進めばと思って
います。

第120回

教育学部教員の研究
―『埼玉大学研究マップ』より、多様で越境する研究分野―

教育学部長　薄　井　俊　二  教授
埼玉大学は、2019 年に、開学 70

周年記念事業として『埼玉大学研
究マップ　教員と研究の紹介』を作成しました。埼玉
大学の全教員が、研究の概要とアピールポイントを記
したものです。全学では 450 名あまりの、教育学部で
は、99 名の研究が掲載されました。21 の「研究領域」
が設定され、各教員は自分のテーマに最も近い「領域」
を選択することになりました。

教育学部教員の「領域」ごとの登録数は以下の通り
です。
「思想・芸術」11名、「文学・言語」６名、「歴史」２名、「国

際・地域」２名、「法律・行政・政治」１名、「社会学」
２名、「教育」44 名、「心理」10 名、「健康科学・生活
科学」８名、「数理」４名、「物理」３名、「基礎化学」
１名、「生命科学」３名、「機械」１名、「環境・社会基盤」
１名。

全 21 領域中、実に 15 領域に教育学部の教員はエン
トリーしています。これほど多様な研究領域を持つ教
員がそろっているのは、教育学部ならではでしょう。
「モダン・フルートを用いたバロック音楽の演奏法」

（竹澤栄祐）などの実技系の芸術研究は、他学部には

ないものです。「現代舞踏の作家・作品研究と学校体
育におけるダンス指導法」（細川江利子）や「絵画表
現におけるドローイングの活用とその効果についての
研究」（小澤基弘）などは、もともとダンスや絵画といっ
た専門分野の研究をしていたのが、その専門分野の範
囲を越えて、それぞれに関わる「教育」にまで、研究
範囲を広げたものです。既存の研究分野の垣根を超え
た、越境する研究に進展していく研究者が数多くいる
のも、教育学部の特徴でしょう。

領域「教育」が最も多いですが、その内容も多様で
す。同じ「教科教育」でも、「科学・技術教育におけ
る教材開発」（山本利一）は技術科に焦点をあてたも
のですが、「自己評価による資質・能力の育成」（中島
雅子）は、広く教科教育に係わるものと言えます。「多
文化的市民の育成」（桐谷正信）は、シティズンシッ
プ教育につながるものであるなど、
多様性に富んでいます。

この冊子は、埼玉大学ホームペー
ジで「研究マップ」で検索すれば、
電子版を見ることができます。ぜ
ひご一読ください。
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「ものつくり大学」へようこそ
連 載

大学記念品ペーパーウェイト｢つ・く・り｣のデザイン
建設学科　大　竹　由　夏  講師

大竹　由夏（おおたけ　ゆか）講師、筑波大学大学院 人間総合科学研究科 博士後期課程修了 【博士（デザイン学）】、一級
建築士、2017年4月からものつくり大学に着任、現在に至る。日本建築学会会員（連絡先：048-564-3866／otake@iot.ac.jp）

　ものつくり大学は、開学20年目を迎え、
これまで大学の運営にご尽力を頂いた方々
にお礼の記念品のペーパーウェイトをお贈

りすることになりました。そして、そのデザインを引き受けることと
なりました。
　デザインを考える上で、まず、本学のロゴマークが非常にシンプル
なデザインであったこと、2020年度に本学のロゴマークを一新するこ
とが決定していたことから、ロゴマークを用いないデザインの提案が
必要でした。また、本学では実際にものに触れて体感して学ぶことを
大切にしていることから、手に取りたくなるようなデザインにしたい
と考えました。さらに、本学の名称は、総長であった故梅原猛先生に
より命名されたものであり、古来の大和言葉は濁点をふらない「もの
つくり」の名が付けられていることから、そのひらがなが映えるデザ
インにしたいと思い描きました。
　完成したペーパーウェイトは、画像のように、一部、鋳肌を加工し、
大学カラーの茜色で着色しました。ペーパーウェイトを手にとり、見

る角度を変えることで「つ」「く」「り」と読み取れるようにしまし
た。また、「つ」「く」「り」がわかるように飾れるようにと、ネオ
ジウム磁石を埋め込んだ立方体の木材の土台もデザインいたしました。
　小さなものを鋳造すること、高温で硬く仕上がった鋳物を加工する
こと、磁石を埋め込んだ木材の土台を制作することなど、どれも難し
い技能・技術となります。経験と知識の豊富な先生方、学生の協力が
あったからこそ、このような難しい形状のペーパーウェイトを完成さ
せることができました。
　これからも、ものつくり大学だからこそできるデザイン、デザイン
教育に挑戦していきたいと思います。

西　直美（にし　なおみ）教授、東海大学大学院工学研究科博士課程修了、工学博士。一級ダイカスト技能士（コールドチャ
ンバー、ホットチャンバー）。専門は、金属材料、鋳造工学。主な著書に「わかる！使える！鋳造入門」（日刊工業新聞
社）、「絵ときダイカスト基礎のきそ」（日刊工業新聞社）など。（連絡先：048-564-3829／nishi@iot.ac.jp)

鋳造は、鉄、アルミニウム、銅、マグネシ
ウムなどの金属を融点よりも高い温度に加熱して液体にしたあと、型
に流し込み、冷やして目的の形状に固めるプロセスです。人類が鋳造
を始めたのは紀元前3000年とも4000年ともいわれ、かなり歴史のある
技術です。銅鐸や奈良の大仏など我が国でも古くから様々な鋳物が作
られてきました。今日ではジェットエンジンのタービンブレードや電
気自動車のモーターケースなど、最新の機械・装置の部品にも採用さ
れている先端技術でもあります。
　かつては、著名な国立大学や私立大学の多くに鋳造の研究室があり
ましたが、最近では激減して、鋳造に関する技術者・研究者の育成が
手薄になってきており、ものづくりの基盤技術の一つである鋳造の将
来が心配される状況です。
　ものつくり大学は、50kgと30kgの鋳鉄の溶解が可能な2機の高周波
溶解炉（写真）を始め、抵抗加熱溶解炉、小型ダイカストマシンなど

を保有し、学生の鋳造実習や卒業研究に活用しています。
また、中小企業におけるリーダー格の鋳造技術者の育成を目的とし
た一般社団法人日本鋳造協会の「鋳造カレッジ」の１週間に及ぶイン
ターンシップや、企業からの依頼による鋳造実習などにも活用してい
ます。
　当研究室では、これらの設備を使って、鋳鉄、アルミニウム合金、
亜鉛合金などの金属を溶解し、砂型、金型に鋳造してその特性を調べ
たり、材料の開発を行ったりします。研究成果は、公益社団法人日本
鋳造工学会の全国講演大会などで発表
しています。
　その他、当研究室では、企業との共
同研究、以来研究、技術相談なども積
極的に行っておりますので、お気軽に
ご相談ください。

明日の鋳造技術者の育成に貢献
総合機械学科　西　　　直　美  教授

第101回
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼玉県経営者協会 専務理事　廣澤　健一　☎048‐647‐4100
048‐641‐0924

ものつくり大学
開学20年記念品
ペーパーウェイト
「つ・く・り」
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八
月
三
日
㈪
、「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
・

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
リ
モ
ー
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
研
修
～
在
宅
勤
務
従
事
者
を

適
切
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
高
い
チ
ー
ム
を
作
り
上
げ
る

考
え
方
と
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
～
」
を

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
開
催
し
、
一
六
名

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、

株
式
会
社
イ
ン
ソ
ー
ス
の
大
塚
久
理
子

氏
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
様
々
な
産
業

に
お
い
て
「
働
き
方
改
革
」
が
進
ん
で

お
り
、
従
業
員
の
在
宅
で
の
業
務
が
増

え
、
そ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
リ
ー

ダ
ー
も
新
た
な
考
え
方
や
ス
キ
ル
を
習

得
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

本
研
修
は
、
リ
ー
ダ
ー
が
メ
ン
バ
ー

に
対
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
こ
と
が
出
来
な
い
環
境
に
お
い
て
、

い
か
に
効
果
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

か
、
そ
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
い
た
し
ま

し
た
。　

◇
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

・
ア
タ
フ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
考
え
る

・
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

ポ
イ
ン
ト
①
仕
事
の
ゴ
ー
ル
・
成
果

の
見
え
る
化
を
行
う
、
ポ
イ
ン
ト
②

Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
目
標
達
成
の
た
め
の
中
間

指
標
）
を
設
定
す
る
、
ポ
イ
ン
ト
③

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
を
行
う

　

適
宜
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
交
え
、
各
社
の
リ
モ
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
状
況
や
取
組
み
、
ま
た
課
題
等

に
関
し
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

ア
タ
フ
ー
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

時
代
の
リ
モ
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関

し
て
、
他
社
と
情
報
交
換
を
し
な
が
ら

学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

青
年
経
営
者
部
会
の
令
和
二
年
度
定

時
総
会
が
六
月
二
四
日
㈬
、
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
に
て
開
催
さ
れ
、
二
四
名
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
は
臼
田
和
弘
部
会
長
が
議
長
と

な
り
、
令
和
元
年
度
事
業
報
告
、
同
決

算
報
告
、
令
和
二
年
度
事
業
計
画
、
同

事
業
予
算
に
つ
い
て
審
議
い
た
だ
き
、

い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

案
が
提
案
さ
れ
原
案
通
り
に
承
認
さ
れ

た
後
に
、
新
役
員
を
代
表
し
て
内
藤
岳

新
部
会
長
よ
り
就
任
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。（
新
役
員
は
別
表
参
照
）

青
年
経
営
者
部
会
　
令
和
二
年
度
定
時
総
会
開
催

研修の様子

研修の様子～グループディスカッション～

㈱インソース　大塚久理子氏

「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の

リ
モ
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
」

を
開
催

退任挨拶を行う臼田和弘直前部会長

新任挨拶を行う内藤岳新部会長

一般社団法人埼玉県経営者協会 青年経営者部会 役員改選
令和2年6月24日

部  会 氏    名 会社名
役職名 会社役職

部会長 内
ないとう

藤　岳
たけし 内藤環境管理㈱

代表取締役社長

副部会長 眞
ま な ご

子　岳
た け し

志
㈱真工社

代表取締役社長

副部会長 望
もちづき

月　諭
さとる 望月印刷㈱

代表取締役社長

副部会長 大
お お の

野　哲
て つ や

也
大野建設㈱

取締役副社長

副部会長 臼
う す だ

田　真
しんいちろう

一朗
関東食糧㈱

代表取締役社長

幹事 永
ながしま

島　明
あきら ㈲共和エレック

代表取締役

幹事 富
とみざわ

澤　慎
し ん た ろ う

太郎
㈱サンフレッセ
代表取締役社長

幹事 大
お お い

井　貴
たかひろ

博
㈱保坂商店

代表取締役社長

幹事 北
きたはま

浜　雄
ゆ う し

嗣
埼和興産㈱

代表取締役社長

幹事 馬
ば ば

場　常
つねあき

晃
馬場食品工業㈱
代表取締役社長

会計監事 早
はやさか

坂　拓
たくのり

紀
㈱ものくり商事

代表取締役

会計監事 折
おりはら

原　訓
さとし ㈱折原

代表取締役

顧問 臼
う す だ

田　和
かずひろ

弘
㈱臼田ファインモータースクール
代表取締役社長
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続
い
て
、
埼
玉
県
経
営
者
協
会
専
務

理
事
の
廣
澤
健
一
氏
か
ら
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
、
廣
澤
専
務
理
事
よ
り
新
役
員

へ
の
委
嘱
状
授
与
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
臼
田
和
弘
直
前
部
会
長
よ

り
退
任
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
内
藤
岳
新

部
会
長
よ
り
花
束
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
よ
り
特
別
会
員
に
な

ら
れ
た
坂
本
哲
朗
特
別
会
員
、
藤
池
一

誠
特
別
会
員
、
相
原
良
將
特
別
会
員
へ

の
記
念
品
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
新
た
に
ご
入
会
さ
れ
た
株

式
会
社
大
東
の
坂
原
一
代
表
取
締
役　

よ
り
、
入
会
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

◇
情
報
交
換
会

　

懇
親
会
に
代
わ
る
会
員
交
流
の
機
会

と
し
て
情
報
交
換
会
を
行
い
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
自
社
の
近
況
や
各
業
界
の
最
新

情
報
等
を
発
表
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
対
面
形
式
で
の
交
流
が
激
減
し
た
中

で
、
メ
ン
バ
ー
同
士
の
近
況
や
県
内
の

異
業
種
の
現
状
に
関
し
て
情
報
交
換
を

行
う
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

七
月
三
〇
日
㈭
、
青
年
経
営
者
部

会
七
月
例
会
と
し
て
「
講
演
会
・
事

例
発
表
・
情
報
交
換
会
」
を
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
で
開
催
し
、
二
〇
名
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
講
演
会
で
は
、「
コ
ロ
ナ

禍
で
考
え
る
有
事
の
経
営
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
組
織
の
作
り
方
」
を
テ
ー
マ

に
、
株
式
会
社
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
パ
ー
ト
ナ
ー
代
表
取
締
役
で
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ー
チ
株
式
会
社
パ
ー
ト
ナ
ー

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ
の
安
室
元

博
氏
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
会
の
概
要

・
コ
ロ
ナ
禍
を
変
革
の
チ
ャ
ン
ス
に

す
る
に
は
？

①
コ
ロ
ナ
禍
で
わ
か
っ
た
こ
と
…
起

き
て
い
る
問
題
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
い
う

よ
り
も
、
こ
れ
ま
で
も
内
在
し
て

い
た
こ
と
が
浮
彫
り
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
え
る
。

②
外
部
の
課
題
と
対
策
…「
売
上
、
客

数
の
減
少
」
と
い
う
課
題
に
対
し

て
、
選
ば
れ
る
理
由
を
突
き
詰
め

て
考
え
、
顧
客
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

を
高
め
る
た
め
の
対
策
を
講
じ
る
。

③
内
部
の
課
題
と
対
策
…「
在
宅
勤
務
、

働
き
方
の
変
化
」
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
仕
事
の
や
り
方
、

組
織
機
能
上
の
問
題
が
起
き
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
思
考

へ
の
転
換
や
組
織
化
を
進
め
、
様
々

な
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
決
し
て
い
く
。

④「
七
割
経
済
」
へ
の
対
応
…「
七
割

経
済
」
を
前
提
に
、
そ
の
状
況
下

で
も
赤
字
に
な
ら
な
い
経
営
を
目

指
す
。

・
な
ぜ
組
織
化
が
必
要
か
？

①
会
社
の
成
長
と
社
長
・
社
員
の
変
化

…
幹
部
や
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
が
機

能
し
て
い
る
状
況
で
あ
れ
ば
、
社
長

は
本
来
の
社
長
業
に
集
中
で
き
る
。

②
本
来
の
社
長
業
と
は
…「
会
社
の
進

む
方
向
を
示
す
」「
経
営
資
源
の
適

正
配
分
」「
動
機
付
け
を
行
う
」

③
社
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ギ

ャ
ッ
プ
の
解
消
…
任
せ
て
安
心
な

組
織
に
す
る
た
め
に
は
「
集
団
の

質
」
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
。
ま

た
、
社
長
の
行
動
と
周
囲
に
対
す

る
影
響
は
自
覚
が
な
い
ま
ま
ギ
ャ

ッ
プ
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。
社
長
と
社
員
の
間
で
「
関
係

の
質
」「
思
考
の
質
」
を
高
め
る
こ

と
で
「
行
動
の
質
」
と
「
結
果
の

質
」
が
高
ま
り
、
組
織
の
成
功
循

環
が
生
ま
れ
る
。

④
組
織
化
に
は
集
団
の
質
を
高
め
る

こ
と
…
関
係
の
質
、
思
考
の
質
を
高

め
る
た
め
に
は
、「
対
話
（
聴
く
）」

「
共
感
（
理
解
す
る
）」「
承
認
（
褒

め
る
）」「
良
い
質
問
（
考
え
さ
せ

る
問
い
か
け
）」「
ア
ド
バ
イ
ス
（
指

示
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
分
け
る
）」
が

有
効
で
あ
る
、
と
ま
と
め
た
。

　
　

続
い
て
、
第
二
部
の
事
例
発
表

で
は
、「『SDGs

宣
言
』
の
取
組
み

に
関
し
て
」
と
題
し
て
、
望
月
印

刷
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
の

望
月　

諭
氏
よ
り
ご
発
表
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◇
事
例
発
表
の
概
要

・
背
景
…
創
立
七
〇
周
年
を
機
と
し
て
、

SDGs

に
本
格
的
に
取
組
ん
で
い
く

こ
と
が
組
織
に
と
っ
て
「
大
き
な

転
換
と
な
る
チ
ャ
ン
ス
」
と
捉
え

た
。　

　
　

社
業
と
日
々
の
行
動
にSDGs

の

目
標
を
組
込
み
、
実
践
す
る
こ
と

で
、
経
営
理
念
に
も
あ
る
「
笑
顔
」

「
講
演
例
会『
コ
ロ
ナ
禍
で
考
え
る
有
事
の
経
営
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
組
織
の
作
り
方
』
事
例
発
表『SD

G
s

宣
言
の
取
組
に
関
し
て
』
情
報
交
換
会
」
を
開
催

青
年
経
営
者
部
会
　
七
月
例
会

情報交換会の様子

新入会員のご紹介
㈱大東代表取締役　坂原一氏

新役員

㈱プロフェッショナルパートナー
安室元博氏
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と
「
豊
か
さ
」
を
提
供
で
き

る
会
社
に
成
長
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
、
同
時
に
持
続

可
能
な
社
会
に
貢
献
す
る
こ

と
に
も
繋
が
る
と
考
え
た
。

・
方
針
策
定
プ
ロ
セ
ス
…
①
課

題
の
抽
出
・
分
析（
全
社
分
析
・

重
点
項
目
策
定
）、
②
素
案

作
成
（
方
案
素
案
作
成
・
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
）、
③
経
営

の
意
思
決
定
（SDGs

宣
言
）、

④
目
標
設
定
・
実
績
開
示
（
行

動
指
針
作
成
）

・
望
月
印
刷
㈱
が
取
り
組
む

SD
Gs

…「
共
創
～
持
続
可
能

な
社
会
・
地
域
を
、
お
客
様
・

地
域
社
会
・
従
業
員
と
『
共

創
』
し
、
笑
顔
と
豊
か
さ
を

お
届
け
す
る
」

　

重
点
項
目
①「
多
様
化
す
る
ニ

ー
ズ
へ
の
価
値
提
供
、
②「
企

業
基
盤
の
強
化
」、
③「
い
き

い
き
と
し
た
職
場
風
土
の
実

現
」、
④「
地
域
と
の
協
働
」

・
ま
と
め
…SDGs

へ
の
取
組
み

は
、
重
く
考
え
て
し
ま
う
と

中
々
先
に
進
ま
な
い
と
思
う
。

経
営
の
意
思
決
定
と
し
て
ま

ず
は
宣
言
を
し
、
取
組
み
を
進

め
な
が
ら
精
度
を
上
げ
て
い

き
た
い
。
取
組
み
の
一
例
と
し

て
ご
参
考
に
な
れ
ば
嬉
し
い
。

　

そ
の
後
、
第
三
部
と
し
て
情

報
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
の
自
社
の
近
況
や
各

業
界
の
最
新
情
報
等
を
発
表
し

合
い
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
様
々
な

変
化
を
前
向
き
に
捉
え
た
、
と

い
う
発
表
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

「
社
員
教
育
を
実
施
し
時
間
を

有
効
に
使
っ
た
」「
社
員
全
員
と

面
談
を
し
、
対
話
の
重
要
性
を

実
感
し
た
」「
社
会
と
共
生
し
一

緒
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
感
じ
た
」。

　

異
業
種
の
最
新
情
報
を
知
る

と
共
に
、
各
社
の
コ
ロ
ナ
禍
で

の
取
組
み
を
共
有
す
る
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

成立

ダウンロードはこちら

ⅩⅠ

⑻
衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座

⑼
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

2
�
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム

⑴
第
4
回
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ

ム

3
�
通
信
講
座

Ⅴ

一
般
対
策
活
動

1
�
文
化
・
体
育

⑴
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

Ⅵ

県
と
の
共
同
事
業

1
�
知
事
部
局
・
教
育
局
等
の
研
修
へ
の

民
間
講
師
派
遣

Ⅶ

調
査
活
動

1
�
賃
金
関
係

⑴
春
季
賃
金
交
渉

⑵
年
収
引
き
上
げ
率
調
査

2
�
労
働
情
報

⑴
春
季
賃
金
交
渉
結
果

⑵
労
働
経
済
一
般
の
情
報

3
�
企
業
経
営
動
向
調
査
↓
中
止

一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
中
止
た

だ
し
時
宜
を
得
た
特
別
調
査
は
タ
イ
ム

リ
ー
に
実
施

4
�
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
の
「
埼
玉
県
に
お
け
る
働

き
が
い
の
あ
る
会
社
調
査
」
参
加
へ
の

積
極
的
な
情
宣

5
�
そ
の
他

⑴
緊
急
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
特
別
調
査

Ⅷ

広
報
活
動

1
�
会
報
の
発
行

⑴
埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス

2
�
会
員
名
簿
の
発
行

3
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会
の
案
内

4
�
参
考
図
書
、
資
料
の
発
行

⑴
安
西
�
著
・
当
会
編
「
管
理
監
督
者

の
た
め
の
採
用
か
ら
退
職
ま
で
の
法

律
実
務
」
平
成
29
年
改
定
版

販
売

⑵
労
務
関
係
実
務
資
料
、
情
報

5
�
日
本
経
団
連
発
行
図
書
、
資

料
の
紹
介
、
普
及

⑴
経
営
・
人
事
・
労
務
関
係
図

書
、
資
料

⑵
経
営
労
働
政
策
特
別
委
員
会

報
告

⑶
そ
の
他
の
資
料
、
情
報

Ⅸ

協
力
サ
ー
ビ
ス
活
動

1
�
労
務
相
談

2
�
講
師
の
派
遣
斡
旋
、
弁
護
士

な
ど
資
格
者
の
紹
介
等

3
�
人
材
の
紹
介

4
�
参
考
図
書
、
資
料
の
紹
介
、

斡
旋
等

5
�
各
種
情
報
の
提
供

6
�
行
政
並
び
に
関
係
団
体
の
事

業
へ
の
協
力

Ⅹ

組
織
活
動

1
�
未
入
会
企
業
の
入
会
促
進

今
年
度
の
最
重
要
テ
ー
マ
と
し

て
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、

積
極
的
に
推
進

連
絡
活
動

1
�
日
本
経
団
連
と
の
連
携
強
化
、

情
報
交
換

2
�
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
並
び
に
他
県

経
協
と
の
連
絡
提
携
、
情
報
交

換
3
�
公
設
委
員
会
使
用
者
側
委
員

の
推
薦
と
連
絡
、
情
報
交
換

4
�
他
経
済
団
体
並
び
に
労
働
団

体
と
の
連
絡
、
情
報
交
換

5
�
報
道
機
関
と
の
連
絡
、
情
報

交
換

全国ネットの人材情報で、
出向・移籍等の支援！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受入企業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

センター
情報の授受
相談など

送出企業
人事部門

― 5 ―
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望月印刷㈱　望月　諭氏～例会の様子～

「人生100年時代」の資産形成と
埼玉県の医療体制を応援します。

詳しくは
埼玉りそな銀行の
特設サイトへ！

「人生100年時代」のため、ESG投資と
国際分散投資により中長期の資産形成
をサポートします。

資産運用を通じて地域・社会へ貢献する
とともに、対象投資信託を通じた寄附に
より埼玉県の医療体制を応援します。

お客さまの資産形成をサポート

埼玉県の医療体制を応援
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い
る
会
員
企
業

の
皆
様
を
応
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
関
す
る

会
員
情
報
の
提
供
を
開
始
い
た
し
ま
し

た
。

　

ご
応
募
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
配
信
等
に
よ

り
広
く
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
積
極
的
に
ご
活
用
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

1 

ご
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
く
情
報

 

ア 

マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
な
が
る
情
報
　 

　

会
員
間
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
な
が
る

情
報
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

（
例
）
マ
ス
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
ジ
ェ
ル

等
の
取
扱
い
を
開
始
（
供
給
不
足
へ
の

対
応
）／
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
製

品
を
新
た
に
開
発
、
販
売
を
開
始
（
感

染
拡
大
防
止
）／
企
業
向
け
オ
ン
ラ
イ

ン
研
修
を
提
供
（
感
染
拡
大
防
止
に
つ

な
が
る
サ
ー
ビ
ス
）／
企
業
の
動
画
配

信
支
援
を
開
始
（
感
染
拡
大
防
止
に
つ

な
が
る
サ
ー
ビ
ス
）／
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
貸
出
開
始
（
感
染
拡
大
防
止

に
つ
な
が
る
サ
ー
ビ
ス
）

 
イ 
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
情
報
　 

　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
も
た
ら
す

課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
情
報
を
提
供

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

（
例
）
〇
出
勤
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入　

（
出
勤
抑
制
へ
の
対
応
・
従
業
員
の
雇

用
と
健
康
を
守
る
）／
飲
食
店
に
お
い

て
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

（
雇
用
維
持
）／
こ
ど
も
食
堂
等
へ
の

食
材
寄
付
を
実
施
（
食
品
ロ
ス
へ
の
対

応
）／
自
治
体
等
へ
マ
ス
ク
等
の
寄
付

を
実
施
（
地
域
支
援
）

2 

応
募
方
法

　

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
応
募
用

紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
き
、
取
組

事
例
が
わ
か
る
チ
ラ
シ
や
写
真
デ
ー
タ

を
添
え
て
事
務
局
あ
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【
応
募
用
紙
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
先
】

https://w
w

w
.saitam

akeikyo.
or.jp/corona/

【
提
出
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
】

info@
saitam

akeikyo.or.jp

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
関

す
る
会
員
情
報
の
提
供
の
た
め
、
協

会Facebook

ペ
ー
ジ『
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
特
設
ペ
ー
ジ
』
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

会
員
企
業
の
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

関
す
る
取
組
事
例
を
ご
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
役
立
つ
支

援
制
度
な
ど
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
協
会Facebook

ペ
ー
ジ
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
協
会
f
a
c
e
b
o
o
k
ペ
ー
ジ
】

https://business.facebook.com
/

saikeikyo/

協
会Facebook

ペ
ー
ジ

「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
特
設
ペ

ー
ジ
」
を
開
設

会
員
情
報
の
提
供
開
始

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
会
員
情
報
に
つ
い
て

▼協会Facebookページ『新型コロナ対策ページ』トップ画面

▼協会Facebookページ記事掲載例

協会Facebookページ
QRコード

会員情報応募用紙
ダウンロードページ
QRコード
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NO 会社名（業種） 種類 事例名称 担当部署 担当部署問合せ先

1
株式会社いしい
（工業資材、物流機器などの卸売。
オリジナル製品の製造販売。）

マッチング 瞬間強力除菌・消臭液『PURE OSAMU
（ピュア　オサム）』

三重営業所
（担当 : 石井） 0595-64-1771

マッチング 飲料缶を衛生的に移動する治具「運び屋名
人」の開発・販売

営業三課
（担当 : 浜野） 048-986-0141

2 関東食糧株式会社
（卸売業）

マッチング 「アルコールジェル」、「マスク」、「飛沫防
止パネル」の販売

食空間創造営業本部
広域営業グループ 048-786-9111

課題解決
自治体へのマスク・社員の健康を守る出勤
抑制対応・アルコールジェルの寄付・こど
も食堂への食材寄付

食空間創造外商本部
広域営業グループ 048-786-9111

マッチング 食にまつわる様々な「お悩み」解決サポー
トサービス『Foodbell』 Foodbell（フーベル） https://foodbell.

jp/contact/

3

株式会社ティー・ケー・ケー
⃝金属（エクステリア）製品製造（門扉、フェンス・カー
ポート、車止め、ポスト・ガーデンルーム等）
⃝車両用部品製造
⃝防犯製品製造プラスチック製品の製造、開発、販売

マッチング
銅殺菌製品の開発・製造（超抗菌グッズ
「プラッパー」の販売）及び同技術を利用
した新製品開発協力

新規事業開発室長 Y.Matsumura@
tkk-spirits.co.jp

4 株式会社デサン
（屋外広告業・塗装工事業）

課題解決 コロナウイルス対策勤務の導入 総務部 048-651-1881

マッチング 飛沫感染防止対策パーテーション・ソーシャ
ルディスタンス用フロアサイン 営業部 048-651-1881

5
東京鋼鐵工業株式会社
（オフィス/特注什器製造販売並びにオ
フィスコーディネート及び内装/設置）

マッチング 飛沫感染対策パネル 埼玉営業所 048-772-5052

マッチング Web会議等向け個室ブース「CONBOX」 埼玉営業所 048-772-5052

6 株式会社東立製作所
（工業用プラスチック切削加工）

マッチング 新型コロナウイルス感染症対策品を製造販売（フェ
イスシールド、イヤーガード、アクリルパーテーション） 営業部 042-989-5255

7 日神電子株式会社北関東支店
（電気通信機器　販売・サービス業）

マッチング
新型コロナ・インフルエンザ等の蔓延防止対策

（感染症蔓延防止対策のための体表面測定カ
メラ（サーマルカメラ）の販売・リース）

北関東支店 048-652-1765

8 有限会社野火止製作所
（金属製品製造業）

マッチング 飛沫感染防止用アクリルパーテーション 営業部
（担当：川上、荻原） 048-481-2300

マッチング 足踏みペダル式アルコール消毒液噴霧スタ
ンド「ワンフットくん」

営業部
（担当：川上、荻原） 048-481-2300

9

株式会社ハーベス
（特殊潤滑剤・フッ素関連製品の製
造・販売／各種工業製品や日用品の包
装・充填OEM／天然炭酸の水の採取・
販売／化粧品の企画・販売）

マッチング
手指消毒にも使えるアルコール除菌消臭ミ
スト「ウイルフレッシュ」の販売
（協会会員企業への特別価格によるご提供）

化粧品事業部 048-824-2857

10 株式会社フェニックス
（警備業）

マッチング コロナ対策必須アイテム！AIによる顔認証
体温測定装置の販売

セキュリティー
営業部 048-229-0600

11 株式会社マイナビ埼玉支社
（総合人材サービス）

マッチング WEB会社説明会に対応した動画配信設備を
設置

就職情報事業部埼玉営業部
（担当：陶山（すやま）） 048-641-5514

マッチング WEB面接ツール「ウエブメン」 就職情報事業部埼玉営業部
（担当：陶山（すやま）） 048-641-5514

マッチング 求人にマッチする求職者情報をメールでお
届け「Marchコンタクト」

転職関東第 1 営業統括部
（担当：島） 048-641-5045

12 マレリ株式会社
（自動車部品製造）

マッチング 「直接手を触れない」ことを助ける新製品
『NEKO no TE（ねこのて）』

※感染拡大防止対策のた
めのテレワークを実施してお
り、メール対応としています。

NEKOnoTE@
marelli.com     

13
望月印刷株式会社
（製造業（総合印刷、WEB制作、フ
リーペーパー発行ほか））

マッチング フェイスシールドの販売 営業部
（担当：菊池） 048-840-2112

マッチング 研修・セミナー・説明会用動画作成 営業部
（担当：菊池） 048-840-2112

マッチング ネット中継・ライブ配信サービス 営業部
（担当：菊池） 048-840-2112

14 株式会社森田エンタープライズ
（製造業）

マッチング 不織布製 咳エチケットマスク 営業部 048-683-3312

マッチング ポリエチレン製 簡易防護服「ソデポン」 営業部 048-683-3312

新型コロナウイルス対策に関する会員情報一覧
※取組の詳細は協会Facebookページからご確認ください。（敬称略・会社名五十音順）
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第
二　

新
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
制
の
活
用
の
た
め
に
㈢

一
〇　

新
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
（
労

使
協
定
の
内
容
は
）

　

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
を
採
用
す
る

場
合
に
は
、
就
業
規
則
に
定
め
る
だ
け

で
な
く
、
労
使
協
定
に
お
い
て
さ
ら
に

法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
事
項
お
よ
び

具
体
的
な
運
用
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
労
使
協
定
の
締
結
当
事
者

は
、
三
六
協
定
等
の
場
合
と
同
様
、
労

働
者
側
に
つ
い
て
は
「
そ
の
事
業
場
の

労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組

合
」
か
、
そ
の
よ
う
な
労
働
組
合
が
な

い
場
合
は
、「
そ
の
事
業
場
の
労
働
者

の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
」
で
あ
る
。

　

改
正
法
令
に
定
め
る
要
件
を
充
た
し

た
労
使
協
定
の
一
例
を
示
せ
ば
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

◎　

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
労
使

協
定
例
（
Ａ　

一
カ
月
以
内
の
ケ

ー
ス
・
Ｂ　

三
カ
月
以
内
の
ケ
ー

ス
）

　

○
○
株
式
会
社
と
○
○
会
社
従
業

員
は
、
労
働
基
準
法
第
三
二
条
の
三

の
規
定
に
基
づ
き
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
制
の
実
施
に
つ
い
て
次
の
と
お

り
協
定
す
る
。

（
対
象
労
働
者
の
範
囲
）

第
一
条　

対
象
従
業
員
の
範
囲
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

一　

○
○
課
に
所
属
す
る
従
業
員

二　

○
○
の
業
務
に
従
事
す
る
従
業
員

三　

研
究
所
所
属
の
従
業
員
で
本
人
の

届
出
に
よ
り
会
社
が
承
認
し
た
者

 

記
載
の
ポ
イ
ン
ト 

　

対
象
労
働
者
の
範
囲
に
は
、
法
令
上

の
制
限
は
な
く
、
労
使
の
自
由
な
決
定

に
よ
る
。
し
た
が
っ
て
全
従
業
員
で
あ

っ
て
も
よ
く
、
課
別
や
個
別
労
働
者
毎

で
も
よ
く
、
対
象
労
働
者
の
範
囲
の
協

定
内
容
に
は
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
が
考

え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
条
項

の
書
き
方
は
多
様
と
な
る
。

（
清
算
期
間
）

A　

一
カ
月
を
単
位
と
す
る
場
合

第
二
条　

清
算
期
間
は
、
毎
月
一
日
か

ら
月
末
ま
で
（
ま
た
は
毎
月
二
一
日
か

ら
翌
月
二
〇
日
ま
で
）
の
各
一
カ
月
と

す
る
。

B　

改
正
法
の
と
お
り
三
カ
月
と
す
る

場
合

第
二
条　

清
算
期
間
は
、
三
カ
月
と
し

て
、
そ
の
区
分
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
一
）　

第
一 

四
半
期　

四
月
一
日
～

六
月
三
〇
日

（
二
）　

第
二 

四
半
期　

七
月
一
日
～

九
月
三
〇
日

（
三
）　

第
三 

四
半
期　

一
〇
月
一
日

～
一
二
月
三
一
日

（
四
）　

第
四 

四
半
期　

一
月
一
日
～

三
月
三
一
日

 
記
載
の
ポ
イ
ン
ト 　

　

清
算
期
間
と
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
制
に
お
い
て
労
働
者
が
労
働
す
べ
き

時
間
を
定
め
る
期
間
の
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
上
限
は
一
カ
月
で
あ
っ
た
が
、
法

改
正
に
よ
っ
て
上
限
が
三
カ
月
と
な
っ

た
。
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
実
施
期

間
は
通
年
で
な
く
特
定
の
時
期
の
み
と

し
て
も
よ
い
。

　

清
算
期
間
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、

そ
の
長
さ
に
加
え
て
、
清
算
期
間
の
起

算
日
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
清
算
期
間
に
お
け
る
総
労
働
時
間
）

A　

一
日
の
所
定
労
働
時
間
を
基
準
と

す
る
場
合

第
三
条　

各
清
算
期
間
に
お
け
る
総
労

働
時
間
は
、
一
日
当
た
り
八
時
間
（
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
適
用
さ
れ
な
い

従
業
員
の
一
日
の
所
定
労
働
時
間
に
同

じ
。）
に
、
当
該
清
算
期
間
に
お
け
る

所
定
労
働
日
数
を
乗
じ
て
得
た
時
間
と

す
る
。

 

記
載
の
ポ
イ
ン
ト 

　

法
定
の
清
算
期
間
中
の
労
働
時
間
の

要
件
は
、
そ
の
期
間
を
平
均
し
一
週
間

当
た
り
の
労
働
時
間
が
四
〇
労
働
時
間

を
超
え
な
い
範
囲
に
お
い
て
労
働
さ
せ

る
時
間
で
あ
る
。

B　

月
別
に
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
り
固
定

し
て
定
め
る
場
合

第
三
条　

各
清
算
期
間
に
お
け
る
総
労

働
時
間
は
、
大
の
月
は
一
カ
月
一
七
七

時
間
、
小
の
月
は
一
カ
月
一
七
〇
時
間
、

二
月
は
一
六
〇
時
間
（
う
る
う
年
は

一
六
六
時
間
）
と
す
る
。

 

記
載
の
ポ
イ
ン
ト 

　
「
一
カ
月
一
七
〇
時
間
」
と
い
う
よ

う
に
固
定
的
に
定
め
た
り
、「
一
月

一
七
〇
時
間
、
二
月
一
六
〇
時
間
、
三

月
一
七
七
時
間
等
」
の
よ
う
に
各
月
別

に
固
定
の
時
間
数
を
表
示
し
て
決
め
て

も
よ
い
。

C　

改
正
法
に
従
い
三
カ
月
単
位
で
定

め
る
場
合

第
三
条　

各
清
算
期
間
に
お
け
る
総
労

働
時
間
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
一
）　

第
一 

四
半
期
（
四
月
一
日
～

六
月
三
〇
日
）
は
、
五
二
〇
時
間

（
九
一
日
）

（
二
）　

第
二 

四
半
期
（
七
月
一
日
～

九
月
三
〇
日
）
は
、
五
二
五
時
間

（
九
二
日
）

（
三
）　

第
三 

四
半
期
（
一
〇
月
一
日

～
一
二
月
三
一
日
）
は
、
五
二
五
時

間
（
九
二
日
）

（
四
）　

第
四 

四
半
期
（
一
月
一
日
～

三
月
三
一
日
）
は
、
五
一
四
時
間

（
九
〇
日
）

（
う
る
う
年
は
五
二
〇
時
間（
九
一
日
））

 

記
載
の
ポ
イ
ン
ト 

　

例
示
条
文
の
よ
う
に
固
定
時
間
と
せ

ず
「
各
清
算
期
間
を
平
均
し
、
一
週
間

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

　
　
見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

︱
第
一
二
四
回
︱

働
き
方
改
革
推
進
法
に
よ
る

　
　
　
　
　
就
業
規
則
改
正
の
実
務
⑷

弁
護
士　

安　

西　
　

清算期間
における

総労働時間

1週間の
法定労働時間
（40時間）

清算期間の
歴日数

7日
≦ ×

―　　―13



当
た
り
の
労
働
時
間
が
四
〇
時
間
と
し

た
時
間
を
各
清
算
期
間
の
総
労
働
時
間

と
す
る
」
と
い
っ
た
柔
軟
な
記
載
で
も

よ
い
。

（
標
準
と
な
る
一
日
の
労
働
時
間
）

第
四
条　

標
準
と
な
る
一
日
の
労
働
時

間
は
、
八
時
間
と
し
、
有
給
休
暇
、
出

張
等
に
つ
い
て
は
こ
の
時
間
の
労
働
と

み
な
し
て
取
り
扱
う
。

 

記
載
の
ポ
イ
ン
ト 

　
「
標
準
と
な
る
一
日
の
労
働
時
間
」

に
つ
い
て
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

の
下
に
お
い
て
、
年
次
有
給
休
暇
を
取

得
し
た
際
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
の
算
定

基
礎
と
な
る
労
働
時
間
等
と
な
る
労
働

時
間
の
長
さ
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、

単
に
時
間
数
を
定
め
れ
ば
足
り
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

　

な
お
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
下

で
労
働
す
る
労
働
者
が
年
次
有
給
休
暇

を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
当
該
日
に
標

準
と
な
る
一
日
の
労
働
時
間
労
働
し
た

も
の
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
（
昭
六
三
・
一
・
一
基
発

一
号
、平
九
・
三
・
一
五
基
発
一
九
五
号
）。

（
労
働
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
間
帯

＝
コ
ア
タ
イ
ム
）［（
注
）
コ
ア
タ
イ
ム

を
定
め
る
場
合
の
み
記
載
。
最
近
は
コ

ア
タ
イ
ム
の
な
い
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

も
多
い
］

第
五
条　

対
象
従
業
員
が
必
ず
労
働
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
間
帯
（
コ
ア
タ

イ
ム
）
は
、
一
〇
時
か
ら
一
五
時
ま
で

と
す
る
。
た
だ
し
、
経
理
部
所
属
の
者

に
つ
い
て
は
毎
月
二
〇
日
か
ら
二
四
日

に
限
り
、
九
時
三
〇
分
か
ら
一
六
時
ま

で
と
す
る
。

 

記
載
の
ポ
イ
ン
ト 

　

コ
ア
タ
イ
ム
の
記
載
は
、
任
意
的
協

定
事
項
で
あ
る
。
そ
し
て
、
フ
レ
ッ
ク

ス
タ
イ
ム
制
の
適
用
者
全
員
が
コ
ア
タ

イ
ム
に
つ
い
て
同
一
時
間
帯
で
あ
る
こ

と
を
要
し
な
い
。
な
お
、
通
達
で
、「
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
タ
イ
ム
が
極
端
に
短
い
場

合
、
コ
ア
タ
イ
ム
の
開
始
か
ら
終
了
ま

で
の
時
間
と
標
準
と
な
る
一
日
の
労
働

時
間
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
場
合
等
に

つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
始
業
及
び
終

業
の
時
刻
を
労
働
者
の
決
定
に
ゆ
だ
ね

た
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
制
の
趣
旨
に
合
致
し
な
い
」
と
さ

れ
て
い
る
点
に
留
意
し
、
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
タ
イ
ム
は
少
く
と
も
、
一
時
間
程
度

以
上
と
す
る
こ
と
。

（
選
択
に
よ
り
労
働
す
る
こ
と
が
で
き

る
時
間
帯［
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
タ
イ
ム
を

定
め
る
場
合
の
み
］）

第
六
条　

対
象
従
業
員
の
選
択
に
よ
り

労
働
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯
（
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
タ
イ
ム
）
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

一　

始
業
時
間
帯　

従
業
員
は
、
所
定

労
働
日
に
つ
い
て
は
、
始
業
時
間
帯

（
七
時
～
一
〇
時
、
前
条
た
だ
し
書

の
場
合
は
七
時
～
九
時
三
〇
分
）
の

間
の
任
意
の
時
刻
に
自
己
の
自
主
的

決
定
に
従
い
出
勤
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

二　

終
業
時
間
帯　

従
業
員
は
、
終
業

時
間
帯
（
一
五
時
～
二
〇
時
、
前
条

但
し
書
の
場
合
は
一
六
時
～
二
〇
時

三
〇
分
）
の
間
の
任
意
の
時
刻
に
自

己
の
自
主
的
決
定
に
従
い
自
由
に
退

勤
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三　

前
条
号
に
よ
り
難
し
い
場
合
に
は
、

所
属
長
に
申
し
出
て
承
認
を
得
て
自

主
的
に
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

記
載
の
ポ
イ
ン
ト 

　

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
タ
イ
ム
の
設
定
と
そ

の
協
定
に
関
し
、
こ
の
規
定
は
任
意
的

事
項
で
あ
り
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
タ
イ
ム

を
定
め
な
い
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
も

有
効
で
あ
る
。

　

こ
の
場
合
に
は
、
始
業
・
終
業
の
時

間
帯
の
定
め
が
な
い
た
め
、
こ
れ
は
、

す
べ
て
労
働
者
の
自
己
決
定
に
よ
る
。

そ
こ
で
施
設
管
理
や
企
業
秩
序
と
い
っ

た
面
か
ら
の
必
要
性
や
業
務
管
理
上
の

必
要
性
が
な
く
、
始
業
・
終
業
の
時
間

帯
の
枠
の
定
め
が
な
く
従
業
員
の
自
主

性
に
任
せ
て
も
問
題
な
い
と
い
う
事
業

場
の
場
合
に
は
定
め
る
必
要
は
な
い
。

（
休
憩
）

第
七
条　

休
憩
時
間
は
一
時
間
と
し
、

労
働
時
間
の
途
中
で
一
時
間
自
主
的
に

と
る
も
の
と
す
る
。

 

記
載
の
ポ
イ
ン
ト 

　

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
場
合
で
も
、

休
憩
時
間
は
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ま
た
、
一
斉
休
憩
付
与
の
原
則
も
適
用

が
あ
る
（
労
基
法
三
四
条
二
項
）。
た

だ
し
、
労
使
協
定
で
一
斉
休
憩
の
適
用

除
外
を
な
し
う
る
（
こ
の
協
定
は
届
は

不
要
）。
本
条
は
そ
れ
を
前
提
と
す
る
。

な
お
、
商
業
、
金
融
保
険
業
そ
の
他
の

事
業
に
つ
い
て
は
も
と
も
と
一
斉
休
憩

の
適
用
除
外
で
あ
る
。
な
お
、
休
憩
時

間
の
一
斉
付
与
の
適
用
の
な
い
場
合
は
、

労
働
者
の
都
合
に
よ
り
分
割
し
て
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
労
働
時
間
の
清
算
と
時
間
外
労
働
）

A　

一
カ
月
単
位
清
算
期
間
の
場
合

第
八
条　

各
清
算
期
間
終
了
時
に
お
け

る
労
働
時
間
の
清
算
は
、
次
の
各
号
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一　

所
定
総
労
働
時
間
を
超
過
し
た
労

働
時
間
に
対
し
て
は
、
時
間
外
労
働

時
間
と
し
て
賃
金
規
定
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
時
間
外
労
働
手
当
を
支

給
す
る
。

二　

所
定
総
労
働
時
間
に
不
足
が
生
じ

た
場
合
に
は
、
当
該
時
間
に
つ
い
て

翌
月
分
に
繰
り
越
し
て
労
働
時
間
で

清
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、
翌
月
の
月
間
法
定
労
働
時
間
の

範
囲
内
と
す
る
。
翌
月
分
で
清
算
で

き
な
い
と
き
は
翌
々
月
分
に
お
い
て

清
算
す
る
。

 
記
載
の
ポ
イ
ン
ト 

　

こ
の
不
足
時
間
分
の
翌
月
の
労
働
時

間
に
よ
る
清
算
に
つ
い
て
は
、
当
該
不

足
時
間
分
に
対
し
て
も
当
月
分
の
賃
金

（
月
給
な
ど
）
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と

が
前
提
と
な
る
。
当
該
清
算
期
間
の
総

労
働
時
間
分
の
全
額
の
賃
金
を
支
払
っ

て
い
る
の
に
そ
れ
に
見
合
う
労
働
時
間

の
労
働
が
な
さ
れ
ず
不
足
し
た
場
合
の

取
扱
い
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
払

い
し
た
賃
金
分
に
つ
い
て
翌
月
の
労
働

時
間
で
清
算
す
る
形
に
な
る
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
翌
月
の
労
働
時
間
が
法
定

労
働
時
間
の
範
囲
内
で
あ
る
か
ぎ
り
許

さ
れ
る
。

B　

三
カ
月
単
位
の
清
算
期
間
の
場
合

第
八
条　

清
算
期
間
を
三
カ
月
と
す
る

各
清
算
期
間
に
お
け
る
労
働
時
間

の
清
算
及
び
時
間
外
労
働
の
算
定

は
、
次
の
各
号
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

一　

清
算
期
間
を
定
め
た
三
カ
月
の
所

定
総
労
働
時
間
を
超
過
し
た
時
間

（
た
だ
し
、
次
号
で
時
間
外
労
働
と

な
る
時
間
を
除
く
）
に
対
し
て
は
、

時
間
外
労
働
時
間
と
し
て
、
賃
金
規

定
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
時
間
外

労
働
手
当
を
支
給
す
る
。

二　

第
三
条
に
定
め
る
各
三
カ
月
の
清

算
期
間
に
つ
い
て
、
各
月
の
一
日
か

ら
末
日
ま
で
の
各
期
間
ご
と
に
区
分

し
た
各
一
カ
月
ご
と
に
当
該
期
間
の

労
働
時
間
を
平
均
し
一
週
間
当
た
り

の
労
働
時
間
が
五
〇
時
間
超
え
る
時

間
に
対
し
て
は
、
当
該
月
の
時
間
外

労
働
時
間
と
し
て
、
賃
金
規
定
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
時
間
外
労
働
手

―　　―14



当
を
支
給
す
る
。

三　

清
算
期
間
の
当
該
三
カ
月
の
所
定

総
労
働
時
間
に
不
足
が
生
じ
た
場
合

に
は
、
当
該
不
足
時
間
に
つ
い
て
翌

月
分
（
次
期
清
算
期
間
の
第
一
月
）

に
繰
り
越
し
て
労
働
時
間
で
清
算
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
翌
月

の
月
間
法
定
労
働
時
間
の
範
囲
内
と

す
る
。
こ
の
場
合
、
翌
月
分
で
清
算

で
き
な
い
と
き
は
翌
々
月
分
で
同
様

に
労
働
時
間
を
も
っ
て
清
算
す
る
。

 

記
載
の
ポ
イ
ン
ト 

　

今
回
の
改
正
法
に
基
づ
く
三
カ
月
単

位
の
清
算
期
間
に
お
け
る
総
労
働
時
間

に
関
し
て
は
、
本
稿
の
第
一
二
二
回
第

二
の
四「
改
正
法
に
よ
る
二
つ
の
時
間

外
労
働
」
及
び
同
五
の
「
時
間
外
労
働

の
発
生
す
る
場
合
」
で
述
べ
た
と
こ
ろ

を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

な
お
、
清
算
期
間
の
総
労
働
時
間
に

不
足
す
る
場
合
の
清
算
規
定
に
つ
い
て

は
任
意
規
定
で
あ
り
、
月
給
制
の
場
合

に
は
定
め
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
。

（
承
認
の
な
い
休
日
労
働
及
び
深
夜
労

働
の
禁
止
）

第
九
条　

対
象
従
業
員
は
、
休
日
労
働

及
び
深
夜
労
働
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
業
務
上
の
必
要
に
よ
り
、
や

む
を
得
ず
休
日
労
働
又
は
深
夜
労
働
を

行
う
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
所
属
長

に
申
し
出
て
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 

記
載
の
ポ
イ
ン
ト 

　

本
条
は
法
定
協
定
項
目
で
は
な
い
が
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
は
始
・
終
業
時

刻
を
労
働
者
本
人
の
自
主
的
決
定
に
ゆ

だ
ね
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
、

労
働
時
間
に
関
し
て
の
み
適
用
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
休
憩
時
間
・
休
日
・
深

夜
業
に
つ
い
て
は
適
用
さ
れ
な
い
た
め

対
象
労
働
者
は
こ
れ
を
守
る
義
務
が
あ

る
。

　

し
か
し
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の

場
合
に
お
い
て
は
、
コ
ア
タ
イ
ム
以
外

の
時
間
帯
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
の
始

業
及
び
終
業
時
刻
の
自
由
選
択
が
保
障

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
か
ら
、

使
用
者
が
、
深
夜
時
間
帯
に
時
刻
を
指

定
し
た
就
労
を
命
じ
て
い
な
い
の
に
当

該
労
働
者
が
自
分
の
判
断
で
い
わ
ば
勝

手
に
深
夜
業
を
行
う
こ
と
も
あ
り
、
ま

た
、
休
日
労
働
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。

（
た
と
え
ば
、
本
人
の
都
合
で
始
業
時

刻
が
大
幅
に
遅
延
し
た
た
め
深
夜
業
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
場
合
や
、
本

人
の
都
合
で
休
日
労
働
を
行
う
場
合

等
）。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
使
用

者
が
命
じ
て
も
い
な
い
（
ま
た
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
制
で
あ
る
か
ら
命
ず
る
こ

と
も
で
き
な
い
）
深
夜
労
働
や
休
日
労

働
に
つ
い
て
、
割
増
賃
金
を
支
払
う
こ

と
に
な
る
と
い
う
の
は
不
当
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
禁
じ
、
業
務
上

の
必
要
性
の
要
件
と
所
属
長
の
承
認
を

要
件
と
を
も
っ
て
認
め
定
め
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
厳
守
を

徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

（
時
間
外
労
働
の
制
限
の
遵
守
）

第
一
〇
条　

対
象
従
業
員
は
、
時
間
外

労
働
協
定
（
い
わ
ゆ
る
三
六
協
定
）
に

定
め
る
当
該
清
算
期
間
中
の
上
限
時
間

の
制
限
を
守
り
、
違
法
な
時
間
外
労
働

を
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

記
載
の
ポ
イ
ン
ト 

　

本
条
は
、
法
定
の
労
使
協
定
の
記
載

事
項
で
は
な
い
が
、
三
六
協
定
に
よ
る

時
間
外
労
働
の
上
限
制
限
に
つ
い
て
は

清
算
期
間
を
超
え
る
時
間
が
時
間
外
労

働
と
し
て
対
象
と
な
る
。
こ
の
場
合
、

始
終
業
時
刻
を
本
人
に
委
ね
る
勤
務
で

あ
る
た
め
、
こ
の
上
限
制
限
を
定
め
た

法
律
上
の
義
務
を
守
り
、
違
法
労
働
の

禁
止
を
労
使
協
定
に
お
い
て
定
め
る
こ

と
は
有
効
で
あ
る
。

（
労
働
時
間
管
理
）

第
一
一
条　

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
に

お
け
る
労
働
時
間
の
管
理
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

一　

対
象
従
業
員
は
、
清
算
期
間
の
所

定
総
労
働
時
間
を
基
準
と
し
て
、
自

ら
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
か
つ

自
ら
の
生
活
と
の
調
整
を
図
り
、
そ

の
業
務
を
計
画
的
に
配
分
し
て
業
務

を
完
遂
し
、
所
定
労
働
時
間
を
自
ら

管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二　

対
象
従
業
員
は
、
自
己
の
労
働
時

間
を
所
定
の
勤
務
カ
ー
ド
に
よ
り
各

日
毎
に
始
・
終
業
時
刻
等
記
録
し
て

管
理
し
、
所
属
長
に
提
出
（
報
告
）

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三　

対
象
従
業
員
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
制
の
運
用
に
当
た
っ
て
、
所
定

総
労
働
時
間
に
対
し
著
し
い
過
不
足

時
間
の
生
じ
な
い
よ
う
に
自
主
的
な

管
理
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四　

遅
刻
・
早
退
・
欠
務
に
関
す
る
就

業
規
則
の
定
め
に
つ
い
て
は
、
第
五

条
の
コ
ア
タ
イ
ム
に
つ
き
、
こ
れ
を

適
用
す
る
。

（
適
用
除
外
）

第
一
二
条　

会
社
は
、
特
別
の
業
務
上

の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
事
前
に
対

象
従
業
員
に
通
知
し
て
、
個
別
ま
た
は

業
務
別
等
に
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
を

適
用
せ
ず
、
就
業
規
則
第
○
○
条
に
定

め
る
一
般
労
働
時
間
の
定
め
に
よ
る
こ

と
が
で
き
る
。

 

記
載
の
ポ
イ
ン
ト 

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
制
も
勤
務
形
態
の
一
つ
で
あ
り
、

業
務
命
令
を
も
っ
て
対
象
除
外
と
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
を

あ
ら
か
じ
め
定
め
、
協
定
で
定
め
周
知

し
て
お
い
た
方
が
よ
い
。

第
一
三
条　

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
適

用
従
業
員
の
う
ち
小
学
校
就
学
前
の
子

の
養
育
又
は
要
介
護
状
態
に
あ
る
対
象

家
族
の
介
護
を
行
う
者
で
本
人
が
あ
ら

か
じ
め
所
定
手
続
き
に
よ
り
申
し
出
た

場
合
の
時
間
外
労
働
は
、
月
間
法
定
労

働
時
間
を
超
え
て
一
カ
月
二
四
時
間
、

一
年
一
五
〇
時
間
の
範
囲
内
と
し
、
深

夜
労
働
は
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。
た

だ
し
、
事
業
の
正
常
な
運
営
を
妨
げ
る

場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

記
載
の
ポ
イ
ン
ト 

　

育
児
・
介
護
の
労
働
者
に
は
、
本
人

の
申
出
に
よ
り
時
間
外
労
働
制
限
や
深

夜
業
の
制
限
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
一
定

の
要
件
を
充
足
す
る
者
に
は
、
所
定
時

間
外
労
働
の
免
除
制
度
の
導
入
も
必
要

と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

令和○○年○月○日
○○会社代表取締役社長　○　○　○　○　㊞

○○会社従業員組合執行委員長　△　△　△　△　㊞
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策

と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
、

三
密
対
策
で
あ
り
、
企
業
に
は
不
要
不
急
の

外
出
制
限
、
出
勤
の
自
粛
が
要
請
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
手
段
と
し
て
出
勤
し
な
い
で
働
く

形
態
で
あ
る
「
テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
」
が
推
奨

さ
れ
、
政
府
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
防
止
対
策
の
た
め
の
テ
レ
ワ
ー
ク
コ
ー

ス
の
推
進
支
援
の
助
成
金
制
度
」
を
創
設
し
、

モ
デ
ル
規
定
な
ど
を
示
し
そ
の
促
進
を
図
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
す

る
企
業
は
、
急
速
に
増
加

し
、
多
く
の
企
業
が
取
り

入
れ
て
実
施
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
時
代
も
働
き
方
改
革
の

流
れ
の
中
に
取
り
込
み
つ

つ
、
そ
の
拡
大
を
目
指
し
、
政
府
は
本
年
七

月
一
七
日「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
方
針

２
０
２
０
」（
骨
太
の
方
針
）
を
ま
と
め
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
働
き
方
改
革
関
連
法
の
着

実
な
施
行
に
取
り
組
み
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
症
へ
の
対
応
と
し
て
広
ま
っ
た

テ
レ
ワ
ー
ク
等
が
も
た
ら
し
た
新
た
な
働
き

方
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
取
り

組
み
の
流
れ
を
後
戻
り
さ
せ
る
こ
と
な
く
最

大
限
生
か
し
、
加
速
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
定
着
・
加
速
を

図
る
た
め
、
新
た
な
指
標
を
策
定
す
る
と
と

も
に
、
中
小
企
業
へ
の
導
入
に
向
け
て
、
各

種
の
支
援
策
を
推
進
す
る
と
し
て
い
る
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
在
宅
等
で
働
く
も
の
で

あ
る
た
め
、
上
司
の
直
接
の
指
揮
監
督
下
に

な
く
、
自
己
裁
量
に
よ
る
自
由
な
勤
務
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
従
来
の
出
社
型
と
異
な
り
、

仕
事
の
進
捗
度
、
成
果
内
容
、
そ
れ
ら
の
評

価
等
を
把
握
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
発
生

す
る
。

　

そ
の
た
め
、
適
当
と
さ
れ
る
の
は
、
ジ
ョ

ブ
型
雇
用
形
態
へ
の
移
行
で
あ
る
。
ジ
ョ
ブ

型
の
場
合
は
、
職
務
定
義
書
（
ジ
ョ
ブ
デ
ィ

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
）
で
担
当
職
務
や
責
任
、

求
め
ら
れ
る
能
力
や
資
格
な
ど
を
文
書
で
示

し
、
働
く
内
容
が
明
白
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
適
切
な
評
価
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
政
府
は
、「
骨
太
の
方
針
」
で

も
従
来
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
か
ら
ジ
ョ
ブ

型
雇
用
形
態
へ
転
換
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

「
ジ
ョ
ブ
型
正
社
員
の
更
な
る
普
及
・
促
進

に
向
け
、
雇
用
ル
ー
ル
の
明
確
化
や
支
援
に

取
り
組
む
」
と
し
て
い
る
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
と
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
の
下
で
は
、

自
宅
等
で
業
務
を
遂
行
し
、
成
果
を
会
社
に

帰
属
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、

社
員
は
、
社
員
同
士
の
交
わ
り
も
、
人
間
的

つ
な
が
り
も
な
く
、
仲
間
意
識
も
気
薄
と
な

っ
て
、
そ
こ
で
は
会
社
へ
の
帰
属
意
識
や
愛

社
精
神
、
仕
事
へ
の
熱
意
と
集
団
的
達
成
感

に
基
づ
く
企
業
文
化
の
形
成
と
い
っ
た
も
の

が
醸
成
さ
れ
な
い
危
険
性
が
あ
る
。
い
わ
ば
、

業
務
委
託
の
よ
う
な
仕
事
の
み
の
つ
な
が
り

と
な
り
、
会
社
の
社
員
と
し
て
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
希
薄
に
な
る
。

　

そ
こ
で
、
重
要
に
な
る
の
が
、
会
社
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
連
帯
感
や

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
醸
成
が
必
要
で
あ
る
、

い
わ
ゆ
る
密
な
人
間
関
係
の
形
成
で
あ
る
。

　

今
後
の
人
材
教
育
で
は
、
こ
れ
ら
の
社
員

の
つ
な
が
り
、
帰
属
意
識
や
仕
事
へ
の
情
熱
、

そ
れ
ら
を
含
め
た
企
業
文
化
の
形
成
と
い
っ

た
点
が
重
要
と
な
ろ
う
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
人
材
教

育
の
重
要
性

 
弁
護
士　

安
西　

埼玉県の最低賃金の改定
１０月１日以降、９２８円

時間額 ９２８円　引上額 ２円
　　引上率　０.２２％

〈注意していただくこと〉

令和２年度地域別最低賃金額（時間額）の状況

過去 5 年間の最低賃金額の状況

　埼玉県最低賃金は、10月1日以降９２８円とな
ります。
　最低賃金額は、労働者の賃金、通常の事業の
賃金支払能力等を総合的に勘案した上で決定さ
れるもので、令和２年度は徹底した調査・審議
を重ねた結果、９２８円となり、令和元年度と
比較しますと２円の引き上げとなりました。

1．適用する地域…埼玉県の区域
2．  適用する使用者…前号の地域内で事業を営む

使用者
3．  適用する労働者…前号の使用者に使用される

労働者
4．  この最低賃金において賃金に算入しないもの

…精皆勤手当、通勤手当及び家族手当
5．  「非鉄金属製造業」、「電子部品・デバイス・

電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具
製造業」、「輸送用機械器具製造業」、「光学
機械器具・レンズ・時計・同部分品製造業」、
及び「自動車小売業」については、別途特定
（産業別）最低賃金が 適用されます。

　詳しくは、埼玉労働局賃金室（電話048-600-
6205）または最寄の労働基準監督署へお問い合わ
せください。

都道府
県名

最低賃金額 引上額

時間額 時間額

北海道 861 0

青 森 793 3

岩 手 793 3

宮 城 825 1

秋 田 792 2

山 形 793 3

福 島 800 2

茨 城 851 2

栃 木 854 1

群 馬 837 2

埼 玉 928 2

千 葉 925 2

東 京 1,013 0

神奈川 1,012 1

新 潟 831 1

富 山 849 1

都道府
県名

最低賃金額 引上額

時間額 時間額

石 川 833 1

福 井 830 1

山 梨 838 1

長 野 849 1

岐 阜 852 1

静 岡 885 0

愛 知 927 1

三 重 874 1

滋 賀 868 2

京 都 909 0

大 阪 964 0

兵 庫 900 1

奈 良 838 1

和歌山 831 1

鳥 取 792 2

島 根 792 2

都道府
県名

最低賃金額 引上額

時間額 時間額

岡 山 834 1

広 島 871 0

山 口 829 0

徳 島 796 3

香 川 820 2

愛 媛 793 3

高 知 792 2

福 岡 842 1

佐 賀 792 2

長 崎 793 3

熊 本 793 3

大 分 792 2

宮 崎 793 3

鹿児島 793 3

沖 縄 792 2

全国平均 902 1

年　度 28 29 30 R1 R 2

最低賃金・時間額 845円 871円 898円 926円 928円

引上額・引上率
25円 ·
3.05%

26円 ·
3.08%

27円 ·
3.10%

28円 ·
3.12%

2円 ·
0.22%
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埼
玉
県
地
域
経
済
牽
引

事
業
計
画
の
御
案
内

　

県
で
は
、
地
域
未
来
投
資
促
進
法
に

基
づ
く
、
地
域
経
済
牽
引
事
業
計
画
の

承
認
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

承
認
さ
れ
た
企
業
は
、
国
の
補
助
制

度
に
お
け
る
審
査
上
の
優
遇
や
、
設
備

投
資
に
対
す
る
減
税
措
置
※
が
受
け
ら

れ
ま
す
。	

※
国
の
審
査
あ
り

　

県
が
定
め
る
基
本
計
画
に
該
当
す
る

企
業
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

《
埼
玉
県
基
本
計
画
》

　

対
象
エ
リ
ア
／
県
全
域

　

主
な
要
件
／
次
の
い
ず
れ
か
の

地
域
の
特
性
を
活

用
す
る
こ
と

①
県
内
の
産
業
集
積
を
活
用
し
た
成

長
も
の
づ
く
り
分
野

②
県
内
を
通
る
高
速
道
路
等
の
交

通
・
物
流
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
た

食
料
品
製
造
分
野
ま
た
は
物
流
関

連
分
野

　

こ
の
ほ
か
、
鶴
ヶ
島
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
周
辺
地
域
を
対
象
と
し
た
「
埼
玉
県

鶴
ヶ
島
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
周
辺
地
域
基

本
計
画
」
や
、「
埼
玉
県
熊
谷
市
基
本
計

画
」
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
御
覧
く

だ
さ
い
。（「
埼
玉
県
地
域
経
済
牽
引
事

業
計
画
」
で
検
索
）

　

本
計
画
の
活
用
を
御
検
討
さ
れ
る
際

は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
先

　

県
企
業
立
地
課

　

（
0
4
8
―
8
3
0

　
　

―
3
8
0
0
）

埼
玉
県
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
御
案
内

　

埼
玉
県
で
は
、
県
内
企
業
の
Ａ
Ｉ
技

術
等
の
導
入
・
活
用
を
促
進
し
、
生
産

性
の
向
上
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出

を
図
る
た
め
、
企
業
、
大
学
・
研
究
機

関
、
商
工
団
体
、
金
融
機
関
、
自
治
体

等
で
構
成
す
る
「
埼
玉
県
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ

Ｔ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
運
営
し
て
い

ま
す
。

　

本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
、
Ａ
Ｉ
等

に
つ
い
て
の
講
演
、研
修
会
の
ほ
か
、交

流
会
を
開
催
す
る
な
ど
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
の
活
用

を
支
援
す
る
会
員
限
定
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
積
極
的
な
御
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
次
の
サ
イ

ト
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.ai-lpw

a.saitam
a.

jp/w
w

w
/genre/1000100000001/

index.htm
l

⃝
問
い
合
わ
せ
先

　

県
次
世
代
産
業
拠
点
整
備
担
当

　

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
3
5
）

①
「
彩
カ
フ
ェ in SAITAMA

」

女
性
活
躍
推
進
の
た
め
の

講
演
・
交
流
会

②
女
性
管
理
職
向
け
研
修

①
女
性
経
営
者
や
管
理
職
等
に
よ
る
講

演
・
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

⃝
日
時
・
講
師

·
9
月
28
日
㈪　

㈱
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス　

小
室
淑
恵
氏

·
10
月
23
日
㈮　

（
医
）
愛
和
会
愛
和

病
院　

内
田
緒
織
氏

·
11
月
18
日
㈬　

石
坂
産
業
㈱　

石
坂

知
子
氏

·
12
月
15
日
㈫　
㈱
右
門 

町
田
明
美
氏

　

各
日　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

⃝
対
象　
県
内
企
業
等
に
お
勤
め
の
方

⃝
定
員　
各
回
1
0
0
名
（
先
着
順
）

⃝

場
所　
オ
ン
ラ
イ
ン
（Zoom

）

⃝
費
用　
無
料

⃝
問
い
合
わ
せ
先

　

㈱
セ
レ
ス
ポ	

※
県
の
事
業
受
託
者

　

（
0
4
8
―
7
6
2
―
6
2
5
0
）

　

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

　

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
6
0
）

②
県
内
企
業
等
を
対
象
と
し
た
女
性
管

理
職
向
け
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

⃝
日
時

　

第
1
回　

10
月
8
日
、
15
日
、
22
日

　

第
2
回　

11
月
6
日
、
13
日
、
20
日

　

各
日　

9
時
30
分
～
16
時
30
分

⃝
対
象　
県
内
企
業
等
に
お
勤
め
の
方

⃝
定
員　
各
回
50
名
（
先
着
順
）

⃝

場
所　
オ
ン
ラ
イ
ン
（Zoom
）

⃝
費
用　
無
料

⃝
問
い
合
わ
せ
先

　
埼
玉
県
働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー
等
運
営
事
務
局

　

（
0
1
2
0
―
2
2
7
―
7
0
1
）

　

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

　

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
6
0
）

①
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー

②
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
支
援
補
助
金

①
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
方
法
や
活
用
事

例
な
ど
に
つ
い
て
講
師
が
解
説
し
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
導
入
済
企

業
に
よ
る
事
例
発
表
を
行
い
ま
す
。

⃝
日
時　
10
月
16
日
㈮

　
　
　
　

14
時
～
16
時
30
分

⃝
対
象　
県
内
企
業
等
に
お
勤
め
の
方

⃝
定
員　
1
5
0
名
（
先
着
順
）

⃝

参
加
方
法　
オ
ン
ラ
イ
ン（Zoom

）

⃝
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場　

　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
棟
4
階

　

市
民
ホ
ー
ル

⃝
費
用　
無
料

⃝
問
い
合
わ
せ
先

　
埼
玉
県
働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー
等
運
営
事
務
局

　

（
0
1
2
0
―
2
2
7
―
7
0
1
）

　

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

　

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
6
0
）

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
備
え
、
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
を
整
備
す

る
企
業
等
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

⃝
対
象

　

県
内
中
小
企
業
・
団
体
等

⃝
補
助
対
象
経
費

　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
・
運
用
費
用
等

⃝
補
助
額

　

上
限
20
万
円（
補
助
率
3
分
の
2
以
内
）

⃝
問
い
合
わ
せ
先

　

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

　

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
6
0
）

　
（a3960-08@

pref.saitam
a.lg.jp

）

令
和
2
年
度
後
期
技
能
検

定
試
験
実
施
の
お
知
ら
せ

　

技
能
検
定
は
様
々
な
職
種
で
働
く
人

の
技
能
を
評
価
す
る
国
家
検
定
制
度
で
、

企
業
や
学
校
で
長
年
に
わ
た
り
技
能
の

向
上
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
で
は
、
建
築
大
工
や
機
械
検

査
な
ど
約
40
職
種
の
検
定
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
是
非
と
も
御
活
用
く
だ
さ
い
。

受
検
す
る
た
め
に
は
、
等
級
ご
と
に
定

め
ら
れ
た
受
検
資
格
が
必
要
で
す
。
受

検
申
請
に
関
す
る
詳
細
は
、
県
内
各
所

で
配
布
す
る
受
検
案
内
を
御
確
認
く
だ

さ
い
。

⃝

試
験
日
程

　

令
和
2
年
12
月
～
令
和
3
年
2
月

　
（
検
定
職
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

⃝
受
検
案
内
・
受
検
申
請
書
配
布
場
所

県
職
業
能
力
開
発
協
会
（
さ
い
た
ま

市
浦
和
区
北
浦
和
5
―
6
―
5　

埼

玉
県
浦
和
合
同
庁
舎
5
階
）
他

⃝
受
検
申
請
方
法

10
月
5
日
㈪
～
16
日
㈮
に
受
検
申
請

書
を
同
協
会
へ
提
出

⃝
受
検
手
数
料（
各
等
級・職
種
共
通
）

学
科
試
験
の
み
受
検
：　

3
︐1
0
0
円

実
技
試
験
の
み
受
検
：
1
8
︐2
0
0
円

実
技
と
学
科
の
両
方
：
2
1
︐3
0
0
円

※
本
年
4
月
1
日
現
在
35
歳
未
満
の
2

級
又
は
3
級
実
技
試
験
受
検
者
は
、

受
検
手
数
料
を
9
︐
0
0
0
円
減
額

し
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
先

・
受
検
申
請
・
実
施
職
種
に
つ
い
て

　

県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

（
0
4
8
―
8
2
9
―
2
8
0
2
）

http://w
w

w
.saitam

a-vada.
or.jp/

・
技
能
検
定
制
度
全
般
に
つ
い
て

　

県
産
業
人
材
育
成
課

　

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
6
0
2
）

https://w
w

w
.pref.saitam

a.
lg.jp/a0811/kentei/index.htm

l

コバトン

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららららら
ののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
存
し
つ
つ
、

社
会
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

感
染
拡
大
を
予
防
す
る
「
新
し
い
生
活
様

式
」
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

埼
玉
県
で
は
、「
感
染
防
止
対
策
を
し
て

い
な
い
お
店
に
は
行
か
な
い
で
」
と
呼
び
か

け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
感
染
症
対
策
の
見
直

し
を
行
い
、
彩
の
国「
新
し
い
生
活
様
式
」

安
心
宣
言
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
彩
の
国「
新
し
い
生
活
様
式
」
安

心
宣
言
は
埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
け
ま
す
。

【
埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

https://w
w

w
.pref.saitam

a.lg.jp/

a0804/atarashi_seikatsuyoshiki.htm
l

彩の国「新しい生活様式」
安心宣言に取り組みましょう！

　
「
埼
玉
県
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
コ
ロ
ナ
お
知
ら
せ
シ
ス
テ
ム
」
は
、
施
設
や

お
店
を
利
用
し
た
方
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
後
か
ら
分
か

っ
た
場
合
に
、
埼
玉
県
か
ら
利
用
者
に
注
意
喚
起
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

配
信
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

対
象
は
、
不
特
定
多
数
の
方
が
利
用
す
る
県
内
の
施
設
や
店
舗
、

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
す
。

　

事
業
者
は
、
埼
玉
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
取
得

し
、
施
設
や
店
舗
等
に
掲
示
し
ま
す
。

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
多
く
の
施
設
や
お
店
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
掲
示
い
た

だ
く
こ
と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

お
客
様
へ
の
安
心
の
提
供
と
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
ぜ
ひ
本

取
組
を
ご
導
入
く
だ
さ
い
。

【
埼
玉
県
L
I
N
E
コ
ロ
ナ
お
知
ら
せ
シ
ス
テ
ム
】

　

http://w
w

w
.pref.saitam

a.lg.jp/a0701/covid19/line_

corona-oshirase.htm
l

「
埼
玉
県
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

  

コ
ロ
ナ
お
知
ら
せ
シ
ス
テ
ム
」

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

―　　―18



　

本
会
は
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
に
あ

た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
と
し
て
、
次
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。

　

受
講
者
を
は
じ
め
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
つ
い
て
》

・  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
等
に

よ
り
、
急
遽
セ
ミ
ナ
ー
を
中
止
ま
た
は
延

期
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
案
内

す
る
と
と
も
に
、
受
講
申
込
済
み
の
方
に

つ
い
て
は
、
メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡
い
た
し

ま
す
。

《
主
催
者
と
し
て
の
対
策
》

・  

濃
厚
接
触
を
避
け
る
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
定

員
数
を
会
場
収
容
定
員
の
半
数
以
下
と
し

ま
す
。

・  

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
確
保
の
た
め
、

受
講
者
と
講
師
や
受
講
者
間
の
距
離
を
保

つ
配
置
と
し
ま
す
。

・  

会
場
に
入
場
い
た
だ
く
際
に
、
検
温
を
行

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
非
接
触
型
体
温

計
を
使
用
）。
検
温
の
結
果
、
三
十
七
・
五

度
以
上
の
場
合
に
は
、
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講

を
ご
遠
慮
い
た
だ
き
ま
す
。

・  

原
則
一
時
間
ご
と
に
出
入
口
の
扉
を
開
放

し
、
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
利
用
し
た
換

気
を
行
い
ま
す
。

・  

感
染
防
止
の
た
め
、
受
付
等
に
際
し
、
本

会
職
員
は
マ
ス
ク
着
用
に
て
対
応
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

《
受
講
者
の
皆
様
へ
の
お
願
い
》

・  

咳
や
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
等
、
体
調

に
不
安
の
あ
る
方
は
受
講
を
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

・  

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
で
開

催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
感
染
防

止
の
た
め
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
利
用
し

て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

・  

受
付
の
際
は
間
隔
を
空
け
て
順
番
を
お
待

ち
く
だ
さ
い
。

・  

受
付
で
の
検
温
・
手
指
の
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・  

検
温
等
の
実
施
の
た
め
、
通
常
よ
り
受
付

の
時
間
が
か
か
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
時
間
の
余
裕
を
も
っ
て
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

・  

会
場
で
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

受付での検温実施

サーキュレーターを利用した換気

消毒用アルコールの設置

ソーシャルディスタンスを確保した座席の配置

◇
各
種
研
修
・
事
業
の
運
営
に
つ
い
て 

１
．
状
況
に
応
じ
、
研
修
事
業
の
開
催
延
期
・
中
止
、

ま
た
は
会
場
の
変
更
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
へ
切
り
替
え
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

２
．
ご
参
加
頂
く
方
に
は
、
当
日
、
会
場
来
場
前
に
検

温
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、発
熱（37.5

℃
以
上
）

の
場
合
、
ま
た
体
調
が
優
れ
な
い
場
合
は
ご
参
加
を

ご
遠
慮
頂
く
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

３
．
ご
参
加
頂
く
方
に
は
、
会
場
内
で
の
マ
ス
ク
の
着

用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

４
．
入
室
時
の
手
指
消
毒
と
検
温
に
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

５
．
演
台
に
飛
沫
防
止
用
の
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
、
も

し
く
は
講
師
が
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
か
マ
ス
ク
を
着

用
し
飛
沫
に
よ
る
感
染
を
防
止
致
し
ま
す
。

６
．
会
場
で
発
熱
・
咳
等
の
著
し
い
症
状
が
見
ら
れ
た

場
合
、
ご
退
室
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

７
．
会
場
内
換
気
の
た
め
、
会
場
の
扉
を
開
放
し
た
状

態
ま
た
は
定
期
的
に
換
気
を
行
い
ま
す
。

８
．
座
席
は
、
参
加
者
と
参
加
者
と
の
間
に
十
分
な
距

離
を
保
持
し
、
運
営
致
し
ま
す
。

※
な
お
今
後
、
国
内
で
の
感
染
者
拡
大
や
感
染
被
害
の

状
況
を
見
極
め
、
国
や
地
方
自
治
体
の
要
請
を
踏
ま

え
て
臨
機
応
変
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
致

し
ま
す
。
当
面
、
会
員
企
業
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を

お
か
け
致
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

埼
玉
県
経
営
者
協
会
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

関
す
る
基
本
方
針

セ
ミ
ナ
ー
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
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㈱
あ
し
た
の
チ
ー
ム　

第
１
営
業
部

仙
台
市
青
葉
区
中
央
三
―
二
―
一　

青
葉
通
プ
ラ
ザ
14
Ｆ

（
旧　

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
下
町
一

―
四
〇　

４
Ｔ
Ｓ
―
６
Ｂ
Ｌ
Ｄ
Ｇ　

４
Ｆ
）

共
和
真
空
技
術
㈱

熊
谷
市
妻
沼
西
一
―
二
二

（
旧　

熊
谷
市
妻
沼
東
五
―
六
〇
）

㈱
栗
原
運
送

さ
い
た
ま
市
西
区
西
大
宮
四
―
七
―
六

（
旧　

さ
い
た
ま
市
西
区
大
字
清
川

寺
四
七
二
―
四
）

埼
玉
画
廊
（
㈲
エ
ス
パ
ス
・
ミ
ュ
ウ
）

川
口
市
栄
町
三
―
一
〇
五
―
一
五
―

二　

３
Ｆ

（
旧　

川
口
市
栄
町
三
―
五
―
一
そ

ご
う
川
口
５
Ｆ
）

㈱
テ
ィ
ー
・
ケ
ー
・
ケ
ー

川
口
市
戸
塚
東
一
―
九
―
二
〇

（
旧　

川
口
市
戸
塚
東
一
―
一
三

―
一
二　

イ
シ
タ
カ
マ
ン
シ
ョ
ン

１
０
２
）

東
武
商
事
㈱

北
葛
飾
郡
松
伏
町
田
島
東
一
―
四

（
旧　

北
葛
飾
郡
松
伏
町
ゆ
め
み
野

東
四
―
四
―
四
）

㈱
奉
建
社

越
谷
市
東
越
谷
六
―
三
一
―
五

（
旧　

越
谷
市
東
越
谷
六
―
一
四
―
二
）

　

八
月
三
日
～
九
月
二
三
日

◆ 

八
・
三　

第
二
回
働
き
方
改
革
・
働

き
が
い
向
上
委
員
会「
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
リ
モ

ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
」（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆ 

九
・
一
四　

第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー「
介
護
離
職
を
考
え
る
集
い
」（
オ

ン
ラ
イ
ン
）

◆ 

九
・
一
六　

第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆ 

九
・
二
三　

第
一
回
働
き
方
改
革
・

働
き
が
い
向
上
委
員
会「
１
ｏ
ｎ
１

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
２
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
セ
ミ

ナ
ー
Ｄ
Ａ
Ｙ
１
」 （
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

★
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

日
時　

  

一
〇
月
一
二
日
㈪
九
時
三
〇
分

～
一
六
時
四
五
分

会
場　

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容　

   

職
場
の
戦
力
と
し
て
、
周
囲
か

ら
期
待
さ
れ
る
実
力
を
身
に

つ
け
る

講
師　

  

り
そ
な
総
合
研
究
所
㈱
パ
ー
ト

ナ
ー
講
師　

古
澤
美
奈
子
氏

★ 

パ
ワ
ハ
ラ
防
止
関
連
法
実
務
対
策
セ

ミ
ナ
ー

日
時　

  

一
〇
月
一
九
日
㈪
一
三
時
三
〇

分
～
一
六
時
三
〇
分

会
場　

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容　

  「
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
指
針
」
を
踏

ま
え
た
実
務
対
策
を
解
説

講
師　

  

石
嵜
・
山
中
総
合
法
律
事
務
所

パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士　

塚
越

賢
一
郎
氏

事
業
だ
よ
り

告

知

版

★
第
一
回
働
き
方
改
革
・
働
き
が
い
向

上
委
員
会「
１
ｏ
ｎ
１
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
２
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
Ｄ
Ａ
Ｙ
２
」

日
時　

一
〇
月
二
二
日
㈭
一
三
時
三
〇

分
～
一
六
時
三
〇
分

会
場　

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容　

圧
倒
的
組
織
力
向
上
が
み
ら

れ
る
企
業
が
導
入
し
て
い
る

1
o
n
1
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

〝
実
践
行
動
〟
を
体
得
す
る

講
師　

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
パ
ー
ト
ナ

ー
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ　

加
地
照
子
氏

★
第
一
回
産
業
教
育
委
員
会

日
時　

  

一
一
月
一
〇
日
㈫
一
四
時
～

一
六
時
一
五
分

会
場　

埼
玉
県
立
川
口
工
業
高
等
学
校

内
容　

  
教
育
現
場
の
視
察
と
意
見
交
換

会
～
地
域
産
業
の
発
展
に
寄

与
で
き
る
、
心
豊
か
な
技
術
者

の
育
成
～

★
年
末
調
整
実
務
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

一
一
月
一
一
日
㈬
一
三
時
一
五

分
～
一
六
時
四
五
分

会
場　

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容　

令
和
二
年
改
正
点
・
書
式
の
変

更
に
そ
な
え
る

講
師　

特
定
社
会
保
険
労
務
士　

小
島

信
一
氏

★
第
一
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

日
時　

  

一
一
月
一
七
日
㈫
一
三
時
三
〇

分
～
一
六
時
三
〇
分

会
場　

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容　

  

発
達
障
害
者
雇
用
に
向
け
た
企

業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

★
令
和
二
年
度
労
働
法
実
務
講
座
第
一
講

日
時　

一
一
月
一
八
日
㈬
一
三
時
三
〇

分
～
一
六
時
三
〇
分

会
場　

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容　

労
働
時
間
・
時
間
外
労
働
・
休

暇
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
・

マ
タ
ハ
ラ

講
師　

外
井
法
律
事
務
所
代
表
弁
護
士　

弁
護
士　

外
井
浩
志
氏

★ 

大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
マ
ッ
チ

ン
グ
会

日
時　

  

一
一
月
二
四
日
㈫
一
三
時
三
〇

分
～
一
六
時
三
〇
分

内
容　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
企
業
説
明
会

★
第
二
回
産
業
教
育
委
員
会

日
時　

  

一
一
月
二
五
日
㈬
一
四
時
～

一
六
時
一
五
分

会
場　

埼
玉
県
立
狭
山
経
済
高
等
学
校

内
容　

  

教
育
現
場
の
視
察
と
意
見
交
換

会
～「
進
学
に
も
就
職
に
も
強

い
学
校
」
高
度
な
資
格
取
得
は

進
路
実
現
へ
の
架
け
橋
～

★
令
和
二
年
度
労
働
法
実
務
講
座
第
二
講

日
時　

一
一
月
二
七
日
㈮
一
三
時
三
〇

分
～
一
六
時
三
〇
分

会
場　

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容　

退
職
・
解
雇
・
休
職
・
懲
戒
、

パ
ー
ト
・
有
期
労
働
者
、
同
一

労
働
同
一
賃
金

講
師　

外
井
法
律
事
務
所
代
表
弁
護
士　

弁
護
士　

外
井
浩
志
氏

埼
玉
県
生
産
性
本
部

　

会
長　

栗
田　

美
和
子

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
―
一
〇

―
四　

埼
玉
建
設
会
館
６
Ｆ

電
話
〇
四
八
―
七
六
二
―
七
八
八
四

（
従
）
二
名

生
産
性
向
上
に
関
す
る
各
種
事
業

蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
業
㈱

取
締
役
常
務
執
行
役
員　

土
井　

仁

八
王
子
市
狭
間
町
一
四
六
三

電
話
〇
四
二
―
六
六
一
―
三
〇
七
一

（
資
）
一
百
一
十
三
億
七
千
三
百
万
円

（
従
）
四
九
六
名

ミ
シ
ン
・
産
業
機
器
（
サ
ー
ボ
プ

レ
ス
・
卓
上
ロ
ボ
ッ
ト
他
）
等
の

製
造
な
ら
び
に
販
売

㈱
ア
ー
ネ
ス
ト

代
表
取
締
役
社
長

大
川　

恵
司
（
旧　

灰
野　

享
）

㈱
あ
し
た
の
チ
ー
ム　

第
１
営
業
部

高
野　

菜
摘
（
旧　

関
東
・
甲
信

越
営
業
本
部
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー　

川
島　

勇
人
）

㈱
Ｍ
Ｉ
Ｄ

代
表
取
締
役
社
長

相
川　

拓
海（
旧　

相
川　

政
二
）

キ
ヤ
ノ
ン
電
子
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱

代
表
取
締
役
社
長

荒
舩　

庄
治（
旧　

冨
田　

和
夫
）

㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行　

熊
谷
支
店

支
店
長

鹿
島　

靖
友
（
旧　

折
茂　

真
一

郎
）

㈱
し
ま
む
ら

代
表
取
締
役
社
長　

社
長
執
行
役
員

鈴
木　

誠 （
旧　

北
島　

常
好
）

日
信
ソ
フ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

代
表
取
締
役
社
長

丹
野　

信
（
旧　

高
野　

利
男
）

日
信
電
子
サ
ー
ビ
ス
㈱

代
表
取
締
役
社
長

高
野　

利
男
（
旧　

折
原　

茂
）

㈱
ビ
ー
ジ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

取
締
役
社
長

伊
達　

知
雄（
旧　

小
谷
野　

満
）

冨
士
ブ
レ
ー
キ
工
業
㈱

代
表
取
締
役

島
田　

真
（
旧　

高
橋　

昭
）

会
員
の
動
き

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

〈
代
表
者
変
更
〉

〈
住
所
変
更
〉
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